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日
本
の
食
料
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
約
四
割
。多
く
の
食
料
は
輸

入
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方
、日
本
農
業
の
年
間
売
り
上
げ
は
約
七
兆
円
と
世
界

第
五
位
の
位
置
づ
け
で
す
。大
量
の
輸
入
は
、弱
い
国
内
農
業
生
産
お
よ
び
売

り
上
げ
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。家
畜
飼
料
や
加
工
原
料
な

ど
を
輸
入
し
、特
産
品
に
よ
る
差
別
化
、園
芸
や
畜
産
物
で
の
高
付
加
価
値
産

物
を
国
内
流
通
さ
せ
、か
つ
海
外
へ
積
極
的
に
輸
出
す
る
こ
と
で
、今
後
も
高

い
売
り
上
げ
や
産
業
成
長
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

産
物
の
品
質
保
証
や
ブ
ラ
ン
ド
化
だ
け
で
は
な
く
、品
種
な
ど
の
権
利
保

護
に
つ
い
て
も
国
際
市
場
で
は
重
要
に
な
り
ま
す
。品
種
は
、国
内
で
は
新
品

種
登
録
制
度
、国
際
的
に
は
植
物
新
品
種
保
護
条
約（
Ｕ
Ｐ
Ｏ
Ｖ
）や
工
業
所

有
権
法
な
ど
で
認
知
さ
れ
る
知
的
財
産
で
す
。不
適
正
に
海
外
に
流
出
し
た

日
本
の
園
芸
品
種
が
外
地
で
数
百
億
円
の
経
済
効
果
を
生
み
出
す
実
例
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方
、日
本
か
ら
提
供
さ
れ
た
作
物
遺
伝
資
源
は
、世
界

の
食
料
保
障
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。コ
ム
ギ
農
林
一
〇
号
由
来
のRht1/

Rht2

遺
伝
子
や
イ
ネsd1

遺
伝
子
は
、半は

ん
矮わ

い

性
化
に
よ
り
機
械
化
多
収
性
に
基

づ
く
食
料
保
障
を
担
保
し
、年
間
約
五
〇
〇
〇
億
円
の
経
済
効
果
を
世
界
的

に
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

Ｆ
Ａ
Ｏ
食
料
農
業
遺
伝
資
源
条
約
は
、食
料
を
人
類
共
通
の
財
産
と
し
て

認
知
し
共
有
す
る
と
し
、人
道
的
食
料
保
障
の
観
点
か
ら
成
立
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、生
物
多
様
性
条
約
で
は
、バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
の
利
用
に
よ

り
遺
伝
資
源
に
工
夫
を
加
え
て
経
済
的
に
大
き
な
効
果
を
生
み
出
す
知
的
産

物
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、遺
伝
資
源
の
権
利
者
と
の
使
用
許
認
可
や

利
益
還
元
が
懸
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。遺
伝
資
源
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
起
こ

っ
て
い
る
の
で
す
。

　

品
種
改
良
の
た
め
の
資
源
の
確
保
は
、産
業
振
興
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。遺

伝
資
源
を
国
家
資
源
と
認
識
し
、適
正
に
幅
広
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。一
方
で
は
、遺
伝
資
源
利
用
の
成
果
に
基
づ
く
利
益
還
元

な
ど
を
考
慮
す
べ
き
で
す
。多
様
な
国
際
法
の
内
容
を
把
握
し
な
が
ら
、国
外

不
帯
出
で
は
な
く
権
利
の
保
護
を
行
う
こ
と
で
の
遺
伝
資
源
の
国
際
利
用
や

促
進
の
管
理
を
推
進
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

Biodiplomacy研究者

わたなべ  かずお
1960年生まれ。筑波大学大学院生命環境科学研
究科・遺伝子実験センター教授。国連大学高等研
究所客員教授。米国コーネル大学客員教授。
Bioversity International名誉研究員。グローバライ
ゼーションのもと、先端科学による生物多様性の持続
的利用と環境保全について研究している。

渡邉 和男

遺伝資源は国家資源

観
天

望
気
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ア
ジ
ア
で
感
染
被
害
が
相
次
ぐ

　

Ｈ
５
Ｎ
１
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｖ
）の
感
染
被
害
が
続
い
て
い
る
。日
本
で
は
、

二
〇
一
〇
年
一
一
月
に
島
根
県
で
、一
一
年
一
月
に
宮
崎

愛
知
お
よ
び
鹿
児
島
県
で
、二
月
に
大
分
和
歌
山
三
重
お

よ
び
奈
良
県
で
、計
二
〇
養
鶏
場
に
本
病
が
発
生
し
、二

月
末
ま
で
に
一
〇
〇
万
羽
を
超
え
る
鶏
が
殺
処
分
さ
れ

た
。野
鳥
の
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｖ
感
染
例
も
日
本
各
地
で
見
つ
か

っ
て
い
る
。

　

韓
国
に
お
い
て
も
、一
〇
年
一
二
月
以
降
に
野
鳥
と
家

禽
の
Ｈ
５
Ｎ
１ 

Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｖ
感
染
が
続
発
し
て
お
り
、

七
〇
〇
万
羽
を
超
え
る
家
禽
が
殺
処
分
さ
れ
た
。一
〇
年

一
〇
月
以
後
、一
一
年
二
月
ま
で
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
、バ
ン
グ

ラ
デ
ィ
シ
ュ
、ベ
ト
ナ
ム
、香
港
お
よ
び
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

家
禽
の
感
染
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
〇
四
年
お
よ
び
〇
七
年
に
も
発
生
し
た
本
病

は
、感
染
し
た
農
場
の
鶏
を
処
分（
摘
発
・
淘
汰
）し
、移

動
制
限
と
衛
生
管
理
強
化
に
よ
っ
て
制
圧
で
き
た
。す
な

わ
ち
、Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｖ
を
発
生
農
場
の
鶏
だ
け
に
封
じ
込
め

た
。今
回
も
同
様
の
対
応
が
執
ら
れ
て
い
る
が
、予
断
を

許
さ
な
い
。発
生
の
背
景
が
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
か
ら
で

あ
る
。

　

ヒ
ト
に
感
染
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
は
Ａ
、

Ｂ
お
よ
び
Ｃ
型
が
あ
る
。鳥
と
哺
乳
動
物
に
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
の
み
が
感
染
す
る
。イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
は
ヒ
ト
を
含
む
哺
乳
動
物
と
鳥
に
広
く

分
布
す
る
。

　

中
で
も
、カ
モ
な
ど
の
水す

い

禽き
ん

か
ら
は
、す
べ
て
の
ヘ
マ

グ
ル
チ
ニ
ン（
Ｈ
Ａ
）と
ノ
イ
ラ
ミ
ニ
ダ
ー
ゼ（
Ｎ
Ａ
）亜

型（
そ
れ
ぞ
れ
Ｈ
１-

Ｈ
１
６
と
Ｎ
１-

Ｎ
９
）の
ウ
イ
ル
ス

が
分
離
さ
れ
て
い
る（
図
１
）。

　

カ
モ
は
夏
に
シ
ベ
リ
ア
、カ
ナ
ダ
や
ア
ラ
ス
カ
の
北
極

圏
に
近
い
営
巣
湖
沼
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
水

系
経
口
感
染
し
、結け

っ
ち
ょ
う
い
ん
か

腸
陰
窩（
結
腸
お
よ
び
直
腸
の
内
壁

に
存
在
す
る
管
状
の
腺
）の
上
皮
細
胞
で
増
殖
し
た
ウ
イ

ル
ス
を
ふ
ん
便
と
共
に
排
せ
つ
す
る
。

　

自
然
界
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、水
禽
と
の

間
に
共
生
関
係
を
確
立
し
、水
系
伝
播
を
繰
り
返
し
な

が
ら
存
続
し
て
き
た
。カ
モ
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、そ
の
抗
原
性
と
遺
伝
子
が
高

度
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。カ
モ
が
ふ
ん
便
と
共
に
営
巣
湖

沼
水
中
に
排
せ
つ
し
た
ウ
イ
ル
ス
は
、冬
の
間
、凍
結
保

存
さ
れ
る
。

　
カ
モ
の
ウ
イ
ル
ス
は
非
病
原
性

　

ア
ラ
ス
カ
の
カ
モ
か
ら
分
離
し
た
ウ
イ
ル
ス
は
、北
米

大
陸
で
鳥
が
保
有
す
る
ウ
イ
ル
ス
の
系
統
に
属
す
る
。シ

　

特
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畜
災
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服
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国
境
を
越
え
て
空
中
飛
来
す
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
被
害
が
日
本
や
ア
ジ
ア

で
相
次
い
で
い
る
。野
鳥
か
ら
家か

禽き
ん

だ
け
で
な
く
、ヒ
ト
へ
の
感
染
リ
ス
ク
も
皆
無
で

な
い
。鳥
イ
ン
フ
ル
対
策
は
早
期
発
見
と
淘
汰
が
基
本
だ
。国
際
連
携
に
よ
り
、ウ
イ

ル
ス
が
常
在
す
る
四
カ
国
か
ら
一
刻
も
早
く
根
絶
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

北海道大学大学院獣医学研究科 教授
同大学人獣共通感染症リサーチセンター センター長

喜田 宏   Hiroshi Kida

きだ  ひろし
1943年東京都生まれ。67年北海道大学獣医学部卒業、69年同
大学院修士了。武田薬品を経て76年北海道大学獣医学部講師、
78年助教授、94年より現職。2001年から05年獣医学研究科長・
獣医学部長。05年より人獣共通感染症リサーチセンター長を兼務。
北海道科学技術賞、北海道新聞文化賞、日本農学賞・読売農学
賞、日本学士院賞ほか受賞。07年より日本学士院会員。

鳥
イ
ン
フ
ル
克
服
に
向
け
抜
本
対
策
を
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た
っ
て
ニ
ワ
ト
リ
の
間
で
感
染
を
繰
り
返
す
と
、ニ
ワ

ト
リ
に
対
す
る
病
原
性
を
獲
得
す
る
こ
と
が
あ
る（
図

２
）。

　

家
禽
、と
り
わ
け
ニ
ワ
ト
リ
と
シ
チ
メ
ン
チ
ョ
ウ
に
致

死
的
な
疾
病
を
起
こ
す
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
ウ
イ
ル
ス

を
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ

Ｖ
）と
呼
ぶ
。こ
れ
ま
で
に
出
現
し
た
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｖ
の
Ｈ

Ａ
亜
型
は
Ｈ
５
ま
た
は
Ｈ
７
に
限
ら
れ
る
。

　
一
九
九
七
年
に
Ｈ
５
Ｎ
１ 

Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｖ
が
香
港
の
家

禽
に
感
染
し
、生
鳥
市
場
で
流
行
し
て
、一
八
人
の
ヒ
ト

に
感
染
、六
人
が
死
亡
し
た
。こ
の
時
に
ニ
ワ
ト
リ
と
患

者
か
ら
分
離
さ
れ
た
Ｈ
５
Ｎ
１
ウ
イ
ル
ス
は
、シ
ベ
リ
ア

か
ら
飛
来
し
た
カ
モ
の
ウ
イ
ル
ス
が
家
禽
に
伝
播
し
て

病
原
性
を
獲
得
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
清
浄
後
も
子
孫
ウ
イ
ル
ス
が
活
動

　

同
年
暮
れ
に
生
鳥
市
場
の
家
禽
一
四
〇
万
羽
を
淘
汰

し
て
、香
港
は
当
該
ウ
イ
ル
ス
の
清
浄
化
に
成
功
し
た
。

し
か
し
、中
国
を
は
じ
め
、東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
そ
の

子
孫
ウ
イ
ル
ス
が
絶
え
る
こ
と
は
な
く
、〇
三
年
か
ら
再

び
家
禽
の
被
害
が
増
加
し
た
。

　

日
本
で
家
禽
の
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
は
、一
九
二
四
年

に
千
葉
県
で
発
生
し
て
以
来
、〇
三
年
ま
で
認
め
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。

　

カ
モ
の
ウ
イ
ル
ス
を
ニ
ワ
ト
リ
に
伝
播
す
る
シ
チ
メ
ン

チ
ョ
ウ
、ウ
ズ
ラ
と
水
禽
が
ほ
と
ん
ど
飼
育
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
温
床
と
な
る
生

鳥
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
な
い
こ
と
、養
鶏
の
衛
生
管
理
が
徹
底

し
て
い
る
こ
と
、海
に
囲
ま
れ
た
島
国
で
あ
る
こ
と
に
加

え
て
的
確
な
動
物
検
疫
が
功
を
奏
し
て
い
た
た
め
で
あ

る
。

　

ア
ジ
ア
に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
拡
が
る
折
、〇
四
年

一
月
に
山
口
県
、二
月
に
大
分
県
と
京
都
府
の
家
禽
に
Ｈ

５
Ｎ
１
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
る
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
。摘
発
・
淘
汰
と
家
禽
と
卵
の
移

動
制
限
に
よ
り
、四
月
に
は
こ
の
Ｈ
５
Ｎ
１
ウ
イ
ル
ス
株

は
日
本
の
家
禽
か
ら
姿
を
消
し
た
。

　

〇
七
年
一
月
に
宮
崎
、次
い
で
岡
山
県
の
ニ
ワ
ト
リ
に

再
び
Ｈ
５
Ｎ
１ 

Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
被
害
が
発
生
し
た
。

こ
れ
も
農
水
省
と
全
国
の
家
畜
保
健
衛
生
関
係
者
の
献

身
的
な
努
力
に
よ
っ
て
発
生
農
場
の
ニ
ワ
ト
リ
の
処
分

の
み
に
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

ベ
リ
ア
の
カ
モ
か
ら
分
離
し
た
ウ
イ
ル
ス
は
ア
ジ
ア
で
家

禽
、ブ
タ
や
ウ
マ
か
ら
分
離
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
と
近
縁
で

あ
る
。

　

秋
に
カ
モ
は
南
方
に
渡
る
。そ
の
渡
り
の
途
上
で
、あ

る
い
は
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
越
冬
地
で
、カ
モ
の
ウ
イ
ル

ス
は
家
禽
や
家
畜
に
感
染
、伝
播
し
て
、病
原
性
を
獲
得

す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

ウ
イ
ル
ス
が
ア
ヒ
ル
や
ガ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
水
生
家
禽

に
感
染
し
、生
鳥
市
場
な
ど
で
、ウ
ズ
ラ
や
シ
チ
メ
ン
チ

ョ
ウ
な
ど
の
陸
生
家
禽
に
伝
播
し
て
、ニ
ワ
ト
リ
に
感
染

す
る
ウ
イ
ル
ス
が
選
択
さ
れ
、こ
れ
が
六
カ
月
以
上
に
わ

図１　インフルエンザは人獣共通感染症

図２　鳥インフルエンザウイルスのニワトリに対する病原性獲得の機序と
　　　野生水禽および陸生家禽への伝播

H1N1
H1N2
H3N2
H2N3, H3N1, H3N3,
H3N8, H4N6, H5N1,
H5N2, H9N2

H1N1
H2N2
H3N2
(H2N8, H3N8)
H5N1, H7N7,
H9N2

H1-H12
N1-9

H1-10
N1-9

H1-7, H9-11
N1-4, N6-8

H1-7, H9-16
N1-9

H1N3, H13N2, H13N9

H1-16
N1-9

H3N3
H4N5
H7N7

H3N2
H5N1
H10N4

H7N7
H3N8

H3N8, H5N1

H5N1
シチメンチョウ

ウズラ

カモメ

カモ

アザラシ

ミンク

6～9カ月
流行

非病原性AIV

低病原性AIV
HPAIV

水生家禽

陸生家禽
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鳥インフル克服に向け抜本対策を

中
の
渡
り
鳥
に
も
伝
播
し
、ユ
ー
ラ
シ
ア
と
ア
フ
リ
カ
六

三
カ
国
に
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

な
ぜ
だ
ろ
う
か
。中
国
、ベ
ト
ナ
ム
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
、

〇
六
年
か
ら
は
エ
ジ
プ
ト
で
家
禽
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
、そ
の
結
果
、摘
発
・
淘
汰
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
、ウ

イ
ル
ス
の
常
在
化
を
許
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
よ
り
も
淘
汰
策
が
前
提

　

タ
イ
で
は
、〇
六
年
に
タ
ク
シ
ン
首
相（
当
時
）の
英
断

で
、ワ
ク
チ
ン
使
用
を
中
止
、鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

を
摘
発
・
淘
汰
に
切
り
替
え
た
結
果
、発
生
は
激
減
し
た
。

ほ
か
の
諸
国
で
は
、ワ
ク
チ
ン
を
使
用
せ
ず
、摘
発
・
淘

汰
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
鎮
静
化
し
た
が
、国
境
を
越
え
て
ウ
イ

ル
ス
が
侵
入
し
、し
ば
し
ば
発
生
を
見
て
い
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
に
は
、こ
れ
を
接
種
し
た
鳥
個
体
の
重
症
化

を
抑
え
る
免
疫
は
誘
導
す
る
が
、感
染
を
防
ぐ
免
疫
効

果
は
期
待
で
き
な
い
。す
な
わ
ち
、ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

た
鳥
は
、ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
も
症
状
を
示
さ
ず
に
、

少
量
な
が
ら
、こ
れ
を
排
せ
つ
す
る
。そ
の
結
果
、見
え
な

い
流
行
が
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｖ
の
ヒ
ト
へ
の
感
染

　

Ｈ
５
Ｎ
１ 

Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｖ
の
ヒ
ト
へ
の
感
染
が
報
告
さ

れ
て
い
る
の
は
、一
五
カ
国
で
合
計
五
二
二
例
で
あ
る（
一

一
年
二
月
二
五
日
現
在
、表
１
）。こ
の
う
ち
八
七
％
が
、

ワ
ク
チ
ン
を
使
っ
て
い
る
四
カ
国
で
占
め
る
。エ
ジ
プ
ト

で
は
、ワ
ク
チ
ン
を
使
い
始
め
た
〇
六
年
か
ら
一
二
二
人

が
感
染
し
て
い
る
。一
方
、タ
イ
で
は
、〇
六
年
ま
で
に
二

五
人
が
感
染
し
た
が
、ワ
ク
チ
ン
使
用
を
止
め
て
か
ら
、

こ
れ
ま
で
人
の
感
染
は
な
い
。

　

こ
の
Ｈ
５
Ｎ
１
ウ
イ
ル
ス
の
ヒ
ト
へ
の
感
染
に
つ
い
て

は
、そ
の
感
染
に
特
に
感
受
性
の
ヒ
ト
に
の
み
感
染
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、そ
の
議
論
は
、事
態
の
改
善
に

役
立
た
な
い
。

　

ウ
イ
ル
ス
が
消
え
れ
ば
、ヒ
ト
へ
の
感
染
は
な
く
な
る

こ
と
は
明
白
で
あ
る
の
で
、畜
産
経
済
の
問
題
に
加
え
て

公
衆
衛
生
の
観
点
か
ら
も
ア
ジ
ア
か
ら
一
刻
も
早
く
Ｈ

５
Ｎ
１
ウ
イ
ル
ス
を
根
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
自
然
界
に
定
着
の
恐
れ

　

〇
五
年
以
後
、毎
年
春
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
各
地
で
、Ｈ
５

Ｎ
１
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
、へ
い
死
し
た
水
鳥
が
多
数
見
つ

か
っ
て
い
る
。中
に
は
、シ
ベ
リ
ア
の
営
巣
地
ま
で
ウ
イ

ル
ス
を
持
ち
込
む
水
鳥
も
い
る
。

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
が
水
鳥
の
営
巣
湖
沼
に
定
着
す
れ
ば
、

毎
年
秋
に
渡
り
鳥
が
こ
れ
を
運
ん
で
く
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
た
め
、北
海
道
大
学
は
、毎
秋
、シ

ベ
リ
ア
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
と
北
海
道
に
南
下
す
る
水
鳥
の

疫
学
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
一
九
九
一
年
か
ら
〇
九
年
に
収
集
し
た
水
鳥
の
ふ
ん

便
二
万
二
七
四
四
検
体
か
ら
七
九
五
株
の
Ａ
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
分
離
さ
れ
た
が
、そ
の
中
に
Ｈ
５

Ｎ
１ 

Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｖ
は
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、一
〇
年
一
〇
月
一
四
日
に
シ
ベ
リ
ア
か
ら

稚
内
市
の
大
沼
に
飛
来
し
た
カ
モ
の
ふ
ん
便
か
ら
、初
め

て
高
病
原
性
Ｈ
５
Ｎ
１ 

Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｖ
が
分
離
さ
れ
た
。

こ
れ
と
近
縁
な
ウ
イ
ル
ス
が
一
一
月
末
に
島
根
県
、そ
の

後
愛
知
、宮
崎
、大
分
、鹿
児
島
、三
重
お
よ
び
奈
良
県
の

鶏
に
感
染
し
、高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が

続
い
て
い
る
。

　

野
鳥
の
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｖ
感
染
例
も
日
本
各
地
で
見
つ
か

っ
て
い
る（
図
３
）。ア
ジ
ア
の
家
禽
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
ウ
イ
ル
ス
の
素
早
い
検
出
が
重
要

　

〇
八
年
に
は
、秋
田
県
と
北
海
道
で
へ
い
死
体
と
し
て

見
つ
か
っ
た
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
か
ら
Ｈ
５
Ｎ
１ 

Ｈ
Ｐ
Ａ

Ｉ
Ｖ
が
分
離
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
は
、

感
染
症
に
国
境
が
な
い
こ
と
、日
本
の
鶏
群
に
も
こ
の
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
の
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
、さ
ら
に
、

家
禽
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
年
間
通
し
て
実
行
し
、ウ
イ
ル

ス
の
侵
入
を
い
ち
早
く
検
出
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

改
め
て
諭
す
教
訓
と
な
っ
た
。

　

過
去
に
世
界
各
地
で
発
生
し
た
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
、感
染
鳥
が
全
部
死
ぬ
と
消
滅
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、今
回
の
Ｈ
５
Ｎ
１ 

Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｖ
は
、一
〇
年

以
上
も
の
間
、ア
ジ
ア
に
定
着
し
、甚
大
な
被
害
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
。

　

問
題
の
ウ
イ
ル
ス
は
、南
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
で
越
冬

表１　15カ国におけるH5N1 HPAIVのヒトへの感染と死亡例
　　　2011年2月25日現在（WHO）

WHO：Cumulative Number of Confirmed Human Cases of Avian 
Influenza A/(H5 N1) Reported to WHO, http://www.who.int/csr/
disease/avian_influenza/en/index  2011; 25 February.

中　国	 26/40
ベトナム	 59/119
インドネシア	 141/171
エジプト	 40/122
カンボジア 11/13
ラオス 2/2
タイ 17/25
イラク 2/3
アゼルバイジャン 5/8
トルコ 4/12
ジボウチ 0/1
ナイジェリア 1/1
ミャンマー 0/1
パキスタン 1/3
バングラデシュ 0/1

国	 死亡者/感染例

合計	 309/522
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特集　「家畜災害」克服への検証

を
封
じ
込
め
な
い
限
り
、毎
年
同
じ
こ
と
が
各
国
で
起
こ

る
恐
れ
が
あ
る
。

　
日
本
は
国
際
的
な
リ
ー
ド
役
を

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
基
本
は
、「
家
禽
の
感
染

を
早
期
に
摘
発
、淘
汰
す
る
こ
と
に
よ
り
、被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
る
と
と
も
に
、ヒ
ト
の
健
康
と
食
の
安
全

を
守
る
。高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
を
家
禽
の
中
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
」こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
に
は
、四
カ
国
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

を
ワ
ク
チ
ン
頼
み
か
ら
摘
発
・
淘
汰
に
転
換
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
れ
を
国
際
獣
疫
事
務
局（
Ｏ
Ｉ

Ｅ
）、世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）、国
連
食
糧
農
業
機
関

（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）と
各
国
に
働
き
か
け
て
い
る
が
、利
害
関
係
が

か
ら
み
、時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。

　
一
刻
も
早
く
ア
ジ
ア
か
ら
Ｈ
５
Ｎ
１ 

Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｖ
を

根
絶
す
る
た
め
、日
本
に
は
国
際
的
な
働
き
か
け
を
リ
ー

ド
す
る
責
務
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。　
　
　
　
　

 

︻
付
図
説
明
︼

図
１
．イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
人
獣
共
通
感
染
症

　
　

鳥
と
ヒ
ト
を
含
む
哺
乳
動
物
に
感
染
が
確
認
さ
れ

た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
の
ヘ
マ
グ
ル
チ

ニ
ン（
Ｈ
Ａ
）と
ノ
イ
ラ
ミ
ニ
ダ
ー
ゼ（
Ｎ
Ａ
）亜
型
。

図
２
．鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
ニ
ワ
ト
リ
に
対

す
る
病
原
性
獲
得
の
機
序
と
野
生
水
禽
お
よ
び
陸

生
家
禽
へ
の
伝
播

　
　
　

カ
モ
な
ど
の
野
生
水
禽
の
非
病
原
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
ア
ヒ
ル
や
ガ
チ
ョ
ウ
な
ど
の

水
生
家
禽
に
感
染
し
、生
鳥
市
場
な
ど
で
、ウ
ズ
ラ

や
シ
チ
メ
ン
チ
ョ
ウ
な
ど
の
陸
生
家
禽
に
伝
播
し

て
、ニ
ワ
ト
リ
に
感
染
す
る
ウ
イ
ル
ス
が
選
択
さ

れ
、こ
れ
が
六
カ
月
以
上
に
わ
た
っ
て
ニ
ワ
ト
リ
の

間
で
感
染
を
繰
り
返
す
と
、ニ
ワ
ト
リ
に
対
す
る

病
原
性
を
獲
得
す
る
こ
と
が
あ
る
。〇
五
年
以
後

は
、ニ
ワ
ト
リ
に
対
す
る
病
原
性
を
獲
得
し
た
Ｈ

Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｖ
が
逆
の
ル
ー
ト
で
、野
生
水
禽
に
戻
っ
た
。

表
１
．一
五
カ
国
に
お
け
る
Ｈ
５
Ｎ
１ 

Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｖ
の
ヒ

ト
へ
の
感
染
と
死
亡
例（
W
H
O
）

　
　
　

Ｈ
５
Ｎ
１ 

Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｖ
の
ヒ
ト
へ
の
感
染
例
の

ほ
と
ん
ど
が
家
禽
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

を
使
用
し
て
い
る
四
カ
国
に
集
中
し
て
い
る（
八
七

％
）。エ
ジ
プ
ト
で
は
、ワ
ク
チ
ン
を
使
用
し
始
め

た
二
〇
〇
六
年
か
ら
一
二
二
名
の
感
染
例
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。タ
イ
に
お
け
る
感
染
例
二
五
名
は
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
、ワ
ク
チ
ン
の
使
用
を

止
め
て
、摘
発
・
淘
汰
に
切
り
替
え
た
〇
六
年
以
前

の
も
の
で
、〇
七
年
か
ら
ヒ
ト
の
感
染
例
は
無
い
。

図
３
．日
本
に
お
け
る 

家
禽
と
野
鳥
の 

Ｈ
５
Ｎ
１ 

Ｈ
Ｐ

Ａ
Ｉ
Ｖ
感
染
拡
大

　
　
　

二
月
二
七
日
現
在
の
日
本
に
お
け
る
家
禽
と
野

鳥
の
Ｈ
５
Ｎ
１ 

Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｖ
感
染
被
害
状
況
。

図3　日本における 家禽と野鳥のH5N1 HPAIV感染拡大

(2011年2月27日現在)

家禽
野鳥
その他

②、③、⑥～⑨2011年1月
⑩、⑫～⑮、⑲2011年2月
採卵鶏、肉用鶏（12農場、610,000羽）
宮崎県（宮崎市、延岡市など）

⑤2011年1月
⑯2011年2月
採卵鶏（2農場、166,000羽)
愛知県（豊橋市、新城市）

⑰2011年2月
肉用鶏（1農場、100,000羽)
和歌山県（紀の川市）

④2011年1月
採卵鶏（1農場、8,600羽)
鹿児島県（出水市）

⑪2011年2月
採卵鶏（1農場、8,100羽)
大分県（大分市）

①2010年11月
採卵鶏（1農場、23,000羽)
島根県（安来市）

⑱,⑳2011年2月
採卵鶏（2農場、360,000羽)
三重県（紀宝町、南伊勢町）

2010年10月
カモふん便
北海道（稚内市）
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大
打
撃
与
え
た
宮
崎
・
口
蹄
疫

　

二
〇
一
〇
年
四
月
二
〇
日
に
宮
崎
県
で
確
認
さ
れ
た

口
蹄
疫
は
、七
月
四
日
の
最
終
確
認
ま
で
に
五
市
六
町
に

拡
大
し
、二
九
二
件
の
発
生
と
、二
九
万
頭
に
近
い
家
畜

を
失
う
結
果
と
な
っ
た
。牛
は
宮
崎
県
内
の
飼
養
頭
数
の

約
二
二
％
、豚
は
約
二
四
％
に
も
及
び
、宮
崎
県
の
畜
産

業
に
大
打
撃
を
与
え
た
。

　

被
害
前
の
状
況
に
回
復
す
る
の
に
数
年
を
要
す
る
た

め
、産
業
動
物
獣
医
師
は
じ
め
、人
工
授
精
師
、削
蹄
師
、

飼
料
・
資
材
関
係
者
、物
流
関
係
、食
肉
加
工
業
者
な
ど

に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
。宮
崎
県
内
で
は

総
額
で
二
三
五
〇
億
円
の
経
済
被
害
が
生
じ
た
と
さ
れ

て
い
る（
表
１
、２
）。

　

し
か
し
、県
内
外
の
獣
医
師
、国
、県
、市
町
村
、関
係

機
関
、隣
県
、県
民
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
の
協
同
に
よ

る
約
四
カ
月
の
過
酷
な
闘
い
に
よ
り
、感
染
を
宮
崎
県
内

に
封
じ
込
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

韓
国
で
の
口
蹄
疫
の
再
発
で
は
、ほ
ぼ
国
内
全
土
、三

〇
〇
万
頭
余
の
家
畜
処
分
を
も
っ
て
し
て
も
い
ま
だ
に

終
息
し
て
い
な
い
現
状
を
考
え
る
と
、宮
崎
県
内
で
何
と

か
終
息
で
き
た
意
義
は
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
だ
け
の
被
害
を
出
し
た
口
蹄
疫

の
拡
大
は
許
容
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、必
ず
多
く
の
失

敗
や
、そ
の
原
因
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、改
善
に
つ
な
げ
る

た
め
の
継
続
的
な
努
力
と
、実
効
性
の
あ
る
方
策
が
示
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
。今
回
の
口
蹄
疫
を
検
証
す
る
た
め
に
、

国
と
宮
崎
県
に
お
い
て
は
、検
証
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
検
証
結
果
を
公
表
し
、今
後
の
防
疫
対
策
に
大

胆
な
改
善
を
求
め
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、最
終
発
生
か
ら
三
カ
月
が
経
過
し
、Ｏ
Ｉ

Ｅ（
国
際
獣
疫
事
務
局
）が
定
め
る
清
浄
国
に
復
帰
す
る

た
め
の
要
件
を
満
た
し
た
こ
と
か
ら
、二
〇
一
一
年
二
月

に
開
催
さ
れ
た
Ｏ
Ｉ
Ｅ
科
学
委
員
会（
パ
リ
）に
お
け
る

審
議
で
、よ
う
や
く
日
本
の「
ワ
ク
チ
ン
非
接
種
口
蹄
疫

清
浄
国
」ス
テ
ー
タ
ス
の
復
帰
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
は
ひ

と
ま
ず
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
東
ア
ジ
ア
と
近
縁
の
ウ
イ
ル
ス

　

口
蹄
疫
は
、ピ
コ
ル
ナ
ウ
イ
ル
ス
科
に
属
す
る
Ｒ
Ｎ
Ａ

ウ
イ
ル
ス（
Ｆ
Ｍ
Ｄ
Ｖ
）に
よ
る
偶
蹄
類
の
感
染
症
で
、牛

や
豚
な
ど
の
家
畜
に
対
す
る
感
染
力
の
強
さ
と
産
業
に

与
え
る
影
響
の
大
き
さ
か
ら
、世
界
で
最
も
恐
れ
ら
れ
る

家
畜
伝
染
病
で
あ
る
。

　

今
回
の
宮
崎
で
の
口
蹄
疫
の
原
因
ウ
イ
ル
ス（
Ｏ
・
Ｊ

Ｐ
Ｎ
・
２
１
１
０
）は
、東
ア
ジ
ア
地
域
で
流
行
し
て
い
る

口
蹄
疫
ウ
イ
ル
ス
と
近
縁
で
あ
っ
た
。

　

特
集　
「
家
畜
災
害
」克
服
へ
の
検
証　

二
〇
一
〇
年
に
宮
崎
で
爆
発
的
に
発
生
し
た
口
蹄
疫
問
題
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
か
。

こ
れ
ま
で
の
口
蹄
疫
対
策
は
本
当
に
正
し
か
っ
た
の
か
︱
︱
結
論
を
言
え
ば
、宮
崎

で
の
対
応
を
検
証
・
分
析
し
た
と
こ
ろ
、誤
り
修
正
の
必
要
が
あ
る
。ま
た
、今
後
の

防
疫
対
策
策
定
に
は
大
胆
な
発
想
の
転
換
も
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

宮崎大学農学部獣医学科教授

堀井 洋一郎   Yoichiro Horii

ほりい  よういちろう
1950年大分県生まれ。76年宮崎大学農学部修士課程獣医学
専攻修了。医学博士（宮崎医科大学）。専門は寄生虫病学。長
崎大学医学部助手、宮崎医科大学助手を経て、93年宮崎大学
農学部獣医学科助教授。98年同大学教授。2005年より宮崎大
学人獣共通感染症教育研究PJ代表。2010年宮崎県口蹄疫対
策検証委員会委員。2011年4月より宮崎大学副学長（産学•地
域連携センター長）。

宮
崎
で
の
口
蹄
疫
対
策
の
教
訓
は
何
だ
っ
た
か
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解
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
事
態
想
定
の
研
修
訓
練
が
不
十
分

　

発
生
前
に
、農
林
水
産
省
が
海
外
で
の
発
生
状
況
な
ど

に
関
す
る
情
報
を
各
都
道
府
県
に
通
知
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
提
供
し
て
い
た
。二
〇
一
一
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、韓

国
に
お
け
る
口
蹄
疫
の
最
新
情
報
が
各
都
道
府
県
に
通

知
さ
れ
て
い
る
。

　

宮
崎
県
で
は
随
時
、市
町
村
等
に
も
情
報
提
供
し
て
い

た
が
、口
蹄
疫
終
息
後
の
農
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る

と
、牛
に
つ
い
て
の
防
疫
意
識
は
か
な
り
低
い
も
の
で
あ

っ
た
。ま
た
、情
報
が
各
農
家
に
十
分
に
伝
達
さ
れ
て
お

ら
ず
、大
半
の
農
家
は
韓
国
で
の
口
蹄
疫
の
発
生
は
知
っ

て
い
た
も
の
の
、こ
れ
が
身
近
に
起
こ
り
う
る
も
の
と
し

て
受
け
止
め
て
は
い
な
か
っ
た
。ま
た
、口
蹄
疫
を
想
定

し
た
研
修
や
訓
練
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、万
一
発
生
し
た

場
合
の
対
応
に
つ
い
て
準
備
不
足
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
原
因
は
、口
蹄
疫
は
海
外
伝
染
病
で
あ
り
、国
内

に
入
っ
て
来
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
の
思
い
込
み
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。海
外
と
は
い
え
、韓
国
や
中

国
は
隣
国
で
あ
り
、多
く
の
観
光
客
や
物
資
が
絶
え
間
な

く
わ
が
国
に
流
入
し
て
い
る
事
実
か
ら
は
、こ
の
考
え
方

を
改
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

昨
年
末
か
ら
の
韓
国
で
の
口
蹄
疫
の
再
流
行
は
と
ど

ま
る
気
配
も
な
く
、わ
が
国
に
お
い
て
も
引
き
続
き
最
大

級
の
警
戒
態
勢
が
と
ら
れ
る
べ
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、今

回
の
教
訓
が
必
ず
し
も
生
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、相
変
わ
ら

ず
防
疫
体
制
の
不
備
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
に
強
く
警
告

を
発
し
た
い
。

　

口
蹄
疫
は
過
ぎ
去
っ
た
病
気
で
は
な
く
、も
は
や
日
常

的
に
向
き
合
う
必
要
の
あ
る
家
畜
伝
染
病
で
あ
る
こ
と

を
韓
国
の
事
例
が
明
瞭
に
物
語
っ
て
い
る
。

　

感
染
確
認
の
第
一
例
目
と
な
っ
た
農
家
で
は
、四
月
七

日
に
一
頭
の
牛
に
発
熱（
四
〇
度
以
上
）と
食
欲
不
振
が

あ
り
臨
床
獣
医
師
へ
の
往
診
依
頼
が
あ
っ
た
。四
月
九
日

に
は
牛
の
口
腔
内（
唇
）で
潰
瘍
、表
皮
の
脱
落
が
確
認

さ
れ
、獣
医
師
が
口
蹄
疫
を
疑
い
家
畜
保
健
衛
生
所（
家

保
）に
通
報
し
た
。家
保
が
立
ち
入
っ
た
が
、ほ
か
の
牛
に

異
常
が
確
認
で
き
な
い
た
め
経
過
観
察
と
し
た
。

　

そ
の
後
、四
月
一
六
日
に
他
の
牛
の
発
熱
等
に
よ
り
獣

医
師
へ
の
往
診
依
頼
が
あ
り
、当
該
牛
の
口
腔
内
に
び
ら

ん
を
確
認
。ほ
か
の
牛
に
も
流
涎
も
確
認
し
た
た
め
家
保

へ
再
度
通
報
し
た
。

　
一
〇
日
の
遅
れ
が
初
動
対
応
に
影
響

　

四
月
一
七
日
に
家
保
が
検
体
を
採
取
し
、口
蹄
疫
以
外

の
病
気
が
否
定
さ
れ
た
た
め
、四
月
一
九
日
に
改
め
て
農

場
に
立
ち
入
り
、口
蹄
疫
検
査
用
の
検
体
の
採
取
と
動
物

衛
生
研
究
所（
動
衛
研
）へ
の
送
付
を
行
い
、翌
四
月
二
〇

　

感
染
動
物
に
見
ら
れ
た
臨
床
症
状
は
、泡
沫
性
流
涎

（
牛
：
九
五
％
）、発
熱（
牛
：
八
八
％
、豚
：
八
〇
％
）、口

腔（
牛
：
九
一
％
）、舌（
牛
：
八
六
％
）、鼻 （
豚
：
九
四
％
）、

鼻
腔（
七
二
％
）お
よ
び
乳
房
・
乳
頭
の
水
疱
・
び
ら
ん
形

成
、四
肢
の
出
血（
豚
：
九
三
％
）、跛
行（
豚
：
五
二
％
）、

食
欲
不
振
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
牛
の
症
状
は
、極
め
て
初
期
の
発
生
例
と
水
牛

で
の
症
状
を
除
き
典
型
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
が
、蹄
病

変
が
ま
れ
な
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

　
一
部
の
牛
で
は
口
唇
や
舌
な
ど
に
白
色
化
し
た
治
癒

痕
が
認
め
ら
れ
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、牛
で
治
癒
す
る
の

に
な
ぜ
殺
す
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
寄
せ
ら

れ
た
が
、豚
で
の
発
症
で
は
蹄
病
変
が
進
み
、蹄
が
剥
が

れ
、歩
行
困
難
に
な
る
例
が
多
数
見
ら
れ
た
。

　

ま
た
、殺
処
分
が
遅
延
し
た
養
豚
場
で
は
子
豚
の
大
量

死
も
見
ら
れ
た
。こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

口
蹄
疫
は
豚
で
は
致
死
的
と
な
る
極
め
て
恐
ろ
し
い
疾

病
で
あ
り
、わ
が
国
の
獣
医
師
は
口
蹄
疫
の
重
大
さ
を
誤

表1　口蹄疫発生から終息までの経緯

表２　口蹄疫による被害や影響

 4月20日 都農町の牛に感染確認（1例目）
 21日 川南町で感染確認（2・3例目）
 25日 疑似患畜の数が1,000頭を超える（7例目）
 28日 川南町で、国内初の豚への感染確認
  えびの市での感染確認（9例目）
 5月13日 宮崎県の種牛6頭を特例で避難
 18日 宮崎県知事が非常事態宣言
 19日 口蹄疫(01-Manisa株)オイルアジュバント不活 
  化ワクチン接種を決定
 22日 ワクチン接種開始
 6月4日 口蹄疫対策特別措置法施行
 9日 都城市で感染確認（280例目）
 10日 日向市（284例目）と宮崎市（285例目）で感染確認
 16日 国富町で感染確認（290例目）
 30日 ワクチン接種家畜の殺処分と埋却措置完了 
  （77,000頭余）
 7月1日 非常事態宣言の一部解除（移動制限区域の解除と連動）
 4日 宮崎市で感染確認（292例目）、最終発生となる
 5日 疑似患畜・患畜の殺処分と埋却措置完了
  （211,000頭余）
 27日 県内全域での移動・搬出制限区域の解除
　　　　　　非常事態宣言の全面解除
 8月9日 県内全域の牛・豚飼養農家の清浄性確認検査を終了
 27日 防疫措置対象農場における農場内の糞尿等の安 
  全性確認を終了
  宮崎県知事が口蹄疫の終息宣言

●発生農場数　292戸
●殺処分された牛豚頭数　288,000頭余
　（牛：68,000頭余、豚：220,000頭余）
●ワクチン接種農場数　1,011戸（77,000頭余）
●埋却地の面積　252カ所、約1.42km2

●防疫に携わった延べ人数　15万人以上
●ピーク時消毒ポイント　348カ所
●イベントの中止・延期　24市町村284件
●被害総額　2,350億円
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宮崎での口蹄疫対策の教訓は何だったか

き
で
あ
る
。

　

今
回
の
宮
崎
で
の
例
は
、農
林
水
産
省
の
疫
学
チ
ー
ム

の
報
告
に
も
あ
る
よ
う
に
、第
一
例
目
の
診
断
時
に
は
、

す
で
に
一
〇
戸
以
上
の
農
家
に
浸
潤
し
て
い
た
と
の
推

定
か
ら
す
る
と
、初
期
の
判
断
は
間
違
っ
て
い
た
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
れ
ら
の
理
由
の
一
つ
に
七
例
目
、八
例
目
の
大
規
模

農
場
か
ら
の
通
報
が
著
し
く
遅
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。こ
れ
ら
の
農
場
が
ハ
ブ
と
な
っ
て
、広
域
な
感
染
拡

大
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る（
図
１
）。

　
消
毒
ポ
イ
ン
ト
設
置
に
遅
れ

　

口
蹄
疫
の
疑
似
患
畜
の
殺
処
分
に
つ
い
て
は
、第
一
～

六
例
目
ま
で
は
、農
場
も
牛
一
六
頭
～
一
一
八
頭
と
小
規

模
で
あ
り
、比
較
的
迅
速
な
措
置
が
と
ら
れ
た
が
、第
七

例
目（
四
月
二
五
日
、牛
七
二
五
頭
）、第
八
例
目（
四
月

二
六
日
、牛
一
〇
一
九
頭
）の
大
規
模
農
場
へ
の
感
染
、第

一
〇
例
目（
四
月
二
八
日
）の
豚
へ
の
感
染
が
確
認
さ
れ

た
時
期
以
降
、殺
処
分
・
埋
却
に
顕
著
な
遅
れ
が
出
て
き

た（
図
２
）。

　

宮
崎
県
は
発
生
と
同
時
に
、家
畜
伝
染
病
予
防
法
及
び

防
疫
指
針
に
基
づ
き
、農
林
水
産
省
と
協
議
し
な
が
ら
、

発
生
農
場
へ
の
道
路
の
封
鎖
、移
動
・
搬
出
制
限
区
域
の

設
定
を
行
い
、制
限
区
域
内
の
幹
線
道
路
四
カ
所
に
消
毒

ポ
イ
ン
ト
を
設
置
し
て
関
係
車
両
の
消
毒
を
開
始
し
た
。

　

し
か
し
、こ
の
消
毒
ポ
イ
ン
ト
の
設
定
は
、す
で
に
面

的
な
広
が
り
を
呈
し
て
い
た
今
回
の
口
蹄
疫
に
は
、ほ
と

ん
ど
効
果
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
。家
畜
飼
育
密
集
地
帯

（
特
に
牛
と
豚
を
近
接
し
て
飼
育
）に
あ
っ
て
は
、早
期
に

従
来
の
防
疫
指
針
か
ら
大
胆
な
方
針
転
換
を
図
り
、近

隣
農
家
へ
の
感
染
防
止
の
た
め
の
道
路
封
鎖
を
含
む
多

数
の
消
毒
ポ
イ
ン
ト
の
設
置
や
面
的
な
消
毒
の
必
要
性

を
考
慮
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、口
蹄
疫
の
発
生
に
関
す
る
情
報
提
供
に
つ
い
て

は
、公
共
の
利
益
、つ
ま
り
、感
染
拡
大
防
止
の
観
点
を

優
先
し
、今
後
は
正
確
な
情
報
を
公
表
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
。

　

今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
類
似
の
事
態
に
対
処
す
る
か

は
重
要
で
あ
る
。目
視
や
写
真
に
よ
る
確
認
で
、初
期
の

発
見
を
促
進
す
る
と
の
方
向
性
も
一
部
示
さ
れ
て
い
る

が
、こ
れ
は
症
状
の
顕
在
化
が
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
。

　

軽
微
な
症
状
は
見
落
と
さ
れ
、症
状
が
進
ん
で
か
ら
し

か
診
断
で
き
な
い
こ
と
で
、従
来
の
方
法
と
変
わ
ら
な
い
。

初
期
の
発
見
や
診
断
に
あ
た
っ
て
は「
典
型
的
な
症
状
」

と
い
う
概
念
を
い
っ
た
ん
忘
れ
て
、少
し
で
も
疑
わ
し
い

も
の
は
家
保
が
積
極
的
に
検
体
を
動
衛
研
に
送
付
す
る

か
、地
方
自
治
体（
家
保
）で
検
査
体
制
を
確
立
す
る
と

い
う
方
向
転
換
が
強
く
望
ま
れ
る
。

　
指
揮
す
る
人
材
の
育
成
も
課
題

　

今
回
の
口
蹄
疫
で
特
筆
す
べ
き
は
、第
一
例
目
を
経
験

し
た
臨
床
獣
医
師
が
地
域
の
獣
医
師
会
を
通
じ
て
写
真

や
、症
状
な
ど
の
診
断
に
必
要
な
情
報
を
素
早
く
公
開
し

た
こ
と
で
あ
る
。こ
の
情
報
を
も
と
に
、川
南
町
内
で
の

感
染
情
報
が
数
日
の
う
ち
に
家
保
に
寄
せ
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。こ
の
判
断
は
獣
医
師
と
し
て
、極
め
て
称
賛

さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、こ
の
情
報
が
な
け
れ
ば
、短
期
間

に
多
く
の
発
生
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、残
念
な
こ
と
に
発
生
地
域
の
獣
医
師
間
で
行

わ
れ
た
情
報
交
換
に
よ
る
、「
第
一
例
発
見
か
ら
極
め
て
短

期
間
の
う
ち
の
複
数
農
家
か
ら
の
発
生
」の
持
つ
重
大
な

日
に
農
水
省
か
ら
口
蹄
疫
感
染
確
認
の
正
式
連
絡
が
あ

っ
た
。

　

口
蹄
疫
の
感
染
性
の
強
さ
か
ら
、防
疫
対
策
の
基
本
は

日
常
の
動
物
の
観
察
、速
や
か
な
異
常
発
見
と
通
報
、さ

ら
に
七
二
時
間
以
内
の
迅
速
な
防
疫
作
業（
殺
処
分
ほ

か
）の
完
了
で
あ
る
。

　

今
回
は
、比
較
的
症
状
の
軽
い
早
期
段
階
で
の
通
報
で

あ
っ
た
が
、そ
の
時
点
で
口
蹄
疫
の
検
査
を
行
わ
な
か
っ

た
た
め
、確
定
診
断
は
一
〇
日
間
遅
延
し
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
口
蹄
疫
に
関
す
る
指
針
で
は
、特
徴
的
な

病
変
や
複
数
の
動
物
へ
の
広
が
り
が
、口
蹄
疫
を
疑
い
、

検
体
を
動
衛
研
に
送
付
す
る
た
め
の
基
準
と
さ
れ
て
お

り
、こ
の
点
か
ら
は
家
畜
防
疫
員
は
忠
実
に
こ
の
指
針
に

従
っ
た
も
の
と
い
え
る
。結
果
的
に
は
こ
の
一
〇
日
の
遅

れ
が
初
動
対
応
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
事
実

で
あ
る
。

　

疑
わ
し
い
動
物
を
臨
床
獣
医
師
が
発
見
し
て
も
、「
確

認
の
た
め
に
観
察
す
る
」と
い
う
措
置
は
、「
も
う
少
し
広

が
る
ま
で
待
つ
」と
同
義
で
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
す
べ

図1　児湯地区での口蹄疫発生地図

木城町

高鍋町

川南町

● 牛
● 豚

都農町



10　AFCフォーラム 2011・4

特集　「家畜災害」克服への検証

意
味
、つ
ま
り「
従
来
想
定
さ
れ
て
き
た
口
蹄
疫
の
発
生
パ

タ
ー
ン
と
は
異
な
る
こ
と
、従
来
の
防
疫
指
針
で
は
対
応

で
き
な
い
可
能
性
が
高
い
」と
の
サ
イ
ン
は
宮
崎
県
や
国

の
防
疫
対
策
責
任
者
に
は
見
落
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

当
初
は
、発
見
の
順
番
に
口
蹄
疫
が
伝
搬
し
て
い
っ
た

と
漠
然
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。潜
伏
期
や
伝

搬
の
様
式
な
ど
は
、わ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
、実
は
よ
く

理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
っ
た
と
考

え
ざ
る
を
得
な
い
。

　

家
畜
伝
染
病
の
防
疫
を
よ
く
理
解
し
指
揮
す
る
人
材

の
育
成
は
急
務
で
あ
る
。ま
た
地
域
の
事
情
を
熟
知
す
る

臨
床
獣
医
師
の
活
用
は
非
常
に
有
効
で
あ
ろ
う
。

　

早
期
に
動
物
の
異
常
を
発
見
す
る
の
に
、動
物
を
診
慣

れ
て
い
る
臨
床
獣
医
師
の
果
た
す
役
割
は
重
要
で
あ
る
。

今
回
の
流
行
の
中
、農
家
に
よ
っ
て
は
発
見
が
遅
れ
た
例

も
見
ら
れ
た
が
、臨
床
獣
医
師
が
診
療
を
停
止
し
、口
蹄

疫
の
発
見
と
通
報
が
農
家
任
せ
に
な
っ
た
点
も
原
因
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

臨
床
獣
医
師
の
防
疫
技
術
の
向
上
と
標
準
化
を
早
急

に
図
り
、今
後
の
事
態
に
備
え
る
こ
と
は
全
国
の
自
治
体

や
臨
床
獣
医
師
の
い
ず
れ
に
も
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
積
極
的
な
情
報
公
開
も
必
要

　

わ
が
国
で
唯
一
、口
蹄
疫
ウ
イ
ル
ス
を
取
り
扱
え
る
動

衛
研
に
は
、科
学
的
な
貢
献
を
大
き
く
期
待
し
て
い
る
。

ま
ず
は
牛
で
の
積
極
的
な
感
染
実
験
の
実
施
で
あ
る
。宿

主
動
物
の
反
応（
発
症
ま
で
の
時
間
や
症
状
）は
病
原
体

の
感
染
量
に
よ
り
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

少
量
で
は
発
症
し
な
い
こ
と
も
あ
る
し
、も
し
発
症
し

て
も
動
物
が
示
す
症
状
は
当
然
異
な
る
。し
た
が
っ
て
、

感
染
実
験
に
基
づ
く
正
確
な
情
報
は
口
蹄
疫
の
流
行
予

測
や
、症
状
か
ら
の
ウ
イ
ル
ス
排
出
量
の
推
定（
リ
ス
ク

予
測
）な
ど
の
疫
学
解
析
や
、防
疫
対
策
に
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。

　

今
回
の
口
蹄
疫
発
症
動
物
に
お
い
て
も
、初
期
の
発
見

時
の
症
状
は
比
較
的
軽
微
で
、蔓
延
期
の
症
状
は
明
瞭
な

も
の
が
多
か
っ
た
。ま
た
、同
一
群
に
お
い
て
も
個
体
の
状

態
に
よ
り
感
染
や
発
症
に
差
が
見
ら
れ
た
事
実
が
あ
る
。

　

次
に
は
積
極
的
な
情
報
公
開
で
あ
る
。海
外
か
ら
の
情

報
も
同
様
で
、口
蹄
疫
に
関
し
て
は
新
し
い
情
報
が
少
な

く
、必
要
な
情
報
の
入
手
が
困
難
と
感
じ
る
。

　

東
ア
ジ
ア
に
目
を
向
け
る
と
、中
国
、台
湾
、ベ
ト
ナ

ム
に
口
蹄
疫
が
常
在
し
て
お
り
、二
〇
一
〇
年
以
降
だ
け

で
も
、中
国
、香
港
、台
湾
、ベ
ト
ナ
ム
、韓
国
、モ
ン
ゴ
ル
、

ロ
シ
ア
な
ど
で
、Ｏ
型
・
Ａ
・
Ａ
ｓ
ｉ
ａ
Ⅰ
型
の
口
蹄
疫
が

発
生
し
て
い
る
。日
本
で
分
離
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
株
が
香

港
や
韓
国
の
分
離
株
に
近
縁
で
あ
る
こ
と
、今
回
韓
国
で

分
離
さ
れ
た
株
が
日
本
や
ロ
シ
ア
の
分
離
株
に
近
縁
で

あ
る
こ
と
な
ど
、東
ア
ジ
ア
地
域
で
の
口
蹄
疫
発
生
状
況

は
、容
易
に
国
境
線
を
越
え
て
近
隣
諸
国
に
拡
大
し
、日

本
国
内
へ
の
侵
入
源
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ

と
が
わ
か
る
。

　

し
た
が
っ
て
、水
際
防
疫
の
強
化
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、国

際
間
、特
に
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
情
報
交
換
や
連
携
は
必

須
で
あ
り
、地
域
と
し
て
本
疾
病
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
は
、経
済
的
連
携
と
並
ん
で
重
要
な
課
題
で
あ
る
。  

︻
参
考
文
献
︼

一
、農
林
水
産
省
／
口
蹄
疫
対
策
検
証
委
員
会
／
口
蹄
疫

対
策
検
証
委
員
会
報
告
書（U

RL:http://w
w

w
.

m
aff.go.jp/j/syouan/douei/katiku_yobo/k_

fm
d/kensyo.htm

l

）

二
、農
林
水
産
省
／
口
蹄
疫
疫
学
調
査
チ
ー
ム
／
口
蹄
疫

の
疫
学
調
査
に
係
る
中
間
取
り
ま
と
め

（U
RL:http://w

w
w

.m
aff.go.jp/j/syouan/

douei/katiku_yobo/k_fm
d/ekigaku_team

.
htm

l

）

三
、宮
崎
県
口
蹄
疫
対
策
検
証
委
員
会
／
二
〇
一
〇
年
に

宮
崎
県
で
発
生
し
た
口
蹄
疫
の
対
策
に
関
す
る
調
査

報
告
書

図2　日別発生頭数の推移
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獣
医
学
だ
け
で
は
問
題
解
決
せ
ず

　

最
初
に
お
断
り
し
て
お
く
が
、私
は
獣
医
学
に
つ
い
て

全
く
の
素
人
で
あ
る
。公
衆
衛
生
な
ど
感
染
症
に
詳
し
い

わ
け
で
も
な
い
。私
の
専
門
は
経
済
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に

よ
る
災
害
や
危
機
管
理
の
研
究
で
あ
り
、専
門
を「
災
害

経
済
学
」と
勝
手
に
名
乗
っ
て
い
る
。

　

家
畜
伝
染
病
の
問
題
は
、根
本
的
に
は
危
機
管
理
の

問
題
で
あ
り
、と
り
わ
け
そ
の
背
後
に
は
経
済
的
な
問
題

が
深
く
横
た
わ
っ
て
い
る
。そ
も
そ
も
家
畜
伝
染
病
へ
の

対
策
が
獣
医
学
的
な
知
識
だ
け
で
対
応
で
き
る
と
考
え

る
こ
と
は
大
き
な
間
違
い
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
地
震
防
災
は
、も
は
や
地
震
学
者
だ
け
で
成

り
立
つ
も
の
で
は
な
く
、都
市
計
画
、建
築
工
学
、土
木

工
学
、社
会
学
、心
理
学
、法
学
、教
育
学
、経
済
学
な
ど

幅
広
い
分
野
の
研
究
者
に
よ
っ
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い

る
。家
畜
伝
染
病
も
獣
医
学
だ
け
の
観
点
で
は
な
く
、も

っ
と
幅
広
い
観
点
か
ら
と
ら
え
直
す
必
要
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　
経
済
災
害
と
は
、英
語
で
い
うEconom

ic disaster

を

直
訳
し
た
概
念
で
あ
る
。主
に
金
融
危
機
、オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
、ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
な
ど
極
端
な
経
済
変
動
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
社
会
的
混
乱
を
指
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
れ
に
関
す
る
学
術
的
な
研
究
も
か
つ
て
か
ら
存
在

し
た
が
、特
に
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
も
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、二
〇
〇
八
年
の
米
大
手
証
券
会
社

リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
破
綻
に
端
を
発
す
る
世
界
金
融

危
機（
い
わ
ゆ
る「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
」）以
降
で
あ
る
。

　

な
ぜ
金
融
危
機
を
災
害
と
呼
ぶ
の
か
、違
和
感
を
持
つ

読
者
も
少
な
く
な
い
と
思
う
の
で
、こ
こ
で
少
し
だ
け
背

景
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。

　

災
害
研
究
の
分
野
で
は
、か
つ
て
は
災
害
と
い
え
ば
、

大
規
模
な
物
的
破
壊
に
加
え
、人
的
被
害
が
生
じ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。だ
が
、近
年
で
は
物
的
・
人
的
被

害
が
生
じ
な
く
と
も
災
害
と
な
り
得
る
と
い
う
考
え
方

が
一
般
的
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
災
害
社
会
学
者
で

あ
る
ク
ア
ラ
ン
テ
リ
に
よ
れ
ば
、災
害
と
は（
一
）突
然
発

生
す
る
、（
二
）多
く
の
組
織
や
人
々
の
日
常
活
動
が
崩
壊

す
る
、（
三
）そ
の
崩
壊
に
適
応
す
る
た
め
に
想
定
外
の
活

動
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
、（
四
）一
部
の
地
域

や
時
間
に
お
い
て
予
期
し
な
い
生
活
の
変
更
が
求
め
ら

れ
る
、（
五
）目
指
す
べ
き
社
会
的
価
値
の
達
成
が
困
難
に

な
る
、と
い
っ
た
状
態
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
世
界
の
経
済
状
況
を
振

り
返
る
と
、金
融
危
機
そ
れ
自
体
は
物
理
的
破
壊
や
人

的
被
害
を
伴
わ
な
い
が
、信
用
収
縮
や
そ
れ
に
伴
う
企
業

　

特
集　
「
家
畜
災
害
」克
服
へ
の
検
証　

牛
や
豚
の
口
蹄
疫
の
家
畜
伝
染
病
は
国
の
畜
産
業
を
壊
滅
さ
せ
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、獣

医
学
的
な
対
応
で
な
く
、危
機
管
理
や
経
済
災
害
と
し
て
捉
え
る
べ
き
だ
。そ
の
場
合
、

予
防
的
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
の
対
応
か
、殺
処
分
な
ど
摘
発
淘
汰
政
策
を
導
入
す
べ
き
な

の
か
。次
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え
た
真
剣
な
検
討
が
、今
こ
そ
必
要
だ
。

関西大学社会安全学部准教授

永松 伸吾   Shingo Nagamatsu

ながまつ  しんご
1972年福岡県北九州市生まれ。96年に大阪大学大学院国際
公共政策研究科公共政策理論専攻。02年より人と防災未来セ
ンター研究員。07年より独立行政法人防災科学技術研究所特
別研究員などを経て現職。日本計画行政学会奨励賞（2007年）、
著書『減災政策論入門』（弘文堂）で日本公共政策学会著作賞

（2009年）、村尾育英会学術奨励賞（2010年）。

家
畜
伝
染
病
は
経
済
災
害
、広
範
な
リ
ス
ク
対
応
を
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対
処
す
べ
き
災
害
リ
ス
ク
の
一
つ
と
し
て
議
題
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

で
は
、な
ぜ
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
口
蹄
疫
な
ど
の
家

畜
伝
染
病
が
経
済
災
害
な
の
か
。家
畜
伝
染
病
は
そ
も

そ
も
災
害
と
は
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
し
、い
わ
ん
や
経

済
災
害
と
呼
ぶ
こ
と
は
決
し
て
一
般
的
で
は
な
い
。

　

こ
こ
で
は
主
に
口
蹄
疫
を
例
に
挙
げ
て
解
説
し
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
、家
畜
伝
染
病
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る

た
め
、こ
の
議
論
は
必
ず
し
も
一
般
化
で
き
な
い
こ
と
に

は
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。特
に
人
畜
共
通
感
染
症
に

つ
い
て
は
、以
下
の
検
討
の
対
象
外
で
あ
る
。

　
感
染
で
家
畜
の
経
済
価
値
が
低
下

　

ま
ず
、重
要
な
こ
と
は
、口
蹄
疫
ウ
イ
ル
ス
は
人
間
に

感
染
す
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
口
蹄
疫
に
感
染
し
た
家
畜
の
肉
を
食
べ
る
こ
と
に

よ
る
健
康
被
害
も
ほ
と
ん
ど
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。つ
ま

り
、口
蹄
疫
ウ
イ
ル
ス
は
直
接
、人
命
に
危
害
を
与
え
る

も
の
で
は
な
い
。

　

次
に
重
要
な
点
は
、口
蹄
疫
ウ
イ
ル
ス
が
、成
畜
に
限

っ
て
言
え
ば
致
死
率
は
低
く
、ほ
と
ん
ど
が
治
癒
す
る
と

い
う
点
で
あ
る
。つ
ま
り
、家
畜
と
い
う
物
理
的
資
産
を

破
壊
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

問
題
な
の
は
、こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
家
畜
が
、

発
育
障
害
、運
動
障
害
、泌
乳
障
害
な
ど
を
通
じ
て
、家

畜
と
し
て
の
経
済
価
値
を
著
し
く
低
下
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
に
あ
る
点
で
あ
る
。

　
一
九
世
紀
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
口
蹄
疫
は
対
策
が

必
要
な
伝
染
病
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。な
ぜ
な

ら
ば
、近
代
化
以
前
は
も
と
も
と
、家
畜
の
生
産
性
が
低

い
上
に
、牛
は
農
耕
の
た
め
の
貴
重
な
労
働
力
で
も
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、産
業
が
発
達
し
、牛
や
豚
が
食
料
と
し
て
計

画
的
に
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
に
つ
れ
て
、口

蹄
疫
は
極
め
て
問
題
の
大
き
な
伝
染
病
へ
と
そ
の
位
置

づ
け
が
変
化
し
て
く
る
。し
か
も
口
蹄
疫
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
力
は
極
め
て
強
い
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ド
ー
バ
ー
海
峡

や
バ
ル
ト
海
を
越
え
て
空
気
感
染
を
起
こ
し
た
事
例
も

倒
産
、大
量
解
雇
の
発
生
な
ど
に
よ
っ
て
、多
数
の
人
々

の
日
常
活
動
が
崩
壊
し
、多
く
の
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
対
応

が
求
め
ら
れ
た
。わ
が
国
で
も
大
量
の
非
正
規
労
働
者
が

解
雇
さ
れ
、社
会
問
題
化
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

昨
年
六
月
に
ダ
ボ
ス
で
開
催
さ
れ
た
災
害
と
リ
ス
ク

に
関
す
る
国
際
会
議（ID

RC D
avos 

二
〇
一
〇
）の
中

で
も
、経
済
危
機
を
自
然
災
害
な
ど
と
同
様
に
人
類
が

図1　口蹄疫の発生状況（2011年2月7日現在）

※出典：OIE（清浄国はOIE公式認定）
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韓
国
で
は
昨
年
末
か
ら
口
蹄
疫
の
流
行
が
止
ま
ら
ず
、

ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
っ
て
口
蹄
疫
が
蔓
延
し
、本
稿
執
筆
時

点
で
三
三
二
万
頭
以
上
の
牛
・
豚
を
殺
処
分
す
る
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

家
畜
の
殺
処
分
は
、農
家
の
収
入
の
源
を
絶
つ
こ
と
を

意
味
す
る
。こ
の
た
め
多
く
の
国
で
は
殺
処
分
さ
れ
た
家

畜
に
対
し
て
国
が
補
償
を
行
う
こ
と
を
制
度
化
し
て
い

る
。

　

だ
が
そ
れ
は
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の
家
畜
の
評
価
で
あ

り
、ほ
と
ん
ど
が
再
導
入
の
た
め
の
原
資
と
な
る
。再
び

家
畜
の
出
荷
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
豚
で
一

年
半
、牛
で
三
年
程
度
の
時
間
が
必
要
と
な
る
た
め
、そ

の
間
ど
の
よ
う
に
生
計
を
維
持
す
る
か
は
、現
在
も
宮
崎

の
農
家
に
と
っ
て
の
最
大
の
懸
案
事
項
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
。

　
畜
産
の
大
規
模
経
営
化
は
リ
ス
ク

　

口
蹄
疫
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
家
畜
伝
染
病

が
も
た
ら
す
災
害
リ
ス
ク
は
近
年
特
に
高
ま
っ
て
い
る

と
言
え
る
。

　

第
一
の
要
因
は
、畜
産
業
の
大
規
模
化
で
あ
る
。農
家

の
大
規
模
化
は
、政
策
的
に
も
奨
励
さ
れ
て
き
た
。そ
れ

に
よ
っ
て
生
産
コ
ス
ト
の
減
少
が
期
待
さ
れ
農
家
の
競

争
力
が
向
上
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

図
２
は
、宮
崎
県
に
お
い
て
豚
の
飼
育
農
家
の
戸
数
と

一
戸
あ
た
り
の
飼
育
頭
数
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
き

た
か
を
示
し
て
い
る
。こ
れ
を
み
る
と
、飼
育
戸
数
は
一

貫
し
て
減
り
続
け
て
お
り
、そ
れ
と
反
比
例
す
る
よ
う
に

一
戸
あ
た
り
の
飼
育
頭
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
で
あ
ろ
う
。

　

昭
和
五
五
年
の
一
戸
あ
た
り
飼
育
頭
数
は
七
六
・
七
頭

だ
っ
た
の
が
、平
成
一
九
年
に
は
一
三
八
六
・
三
頭
に
ま

で
増
加
し
て
い
る
。ち
な
み
に
牛
に
つ
い
て
は
同
時
期
に

五
・
六
頭
か
ら
二
七
・
〇
頭
へ
、ブ
ロ
イ
ラ
ー
（
肉
用
鶏
）

に
つ
い
て
は
二
万
四
〇
〇
〇
羽
か
ら
四
万
七
〇
〇
〇
羽

ま
で
増
加
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
農
家
の
大
規
模
化
は
、他
方
で
家
畜
伝
染
病

の
リ
ス
ク
を
高
め
て
い
る
。あ
る
畜
舎
や
農
家
で
患
畜
が

発
見
さ
れ
た
場
合
、同
じ
畜
舎
に
い
る
家
畜
は
す
べ
て
疑

似
患
畜
と
見
な
さ
れ
る
た
め
、単
純
に
殺
処
分
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
家
畜
数
が
増
大
す
る
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合
も
、一
羽
の
感
染
が
確
認

さ
れ
た
だ
け
で
同
じ
農
場
に
い
る
数
万
羽
を
殺
処
分
す

る
必
要
が
あ
り
、そ
の
損
失
だ
け
で
も
か
な
り
の
金
額
に

な
る
が
、殺
処
分
と
埋
却
処
分
に
も
膨
大
な
時
間
と
労
働

力
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
農
場
の
大
規
模
化
は
飼
料
の
搬
入
や
出
荷
な
ど

外
部
業
者
の
出
入
り
が
激
し
く
な
り
、そ
れ
だ
け
ウ
イ
ル

ス
侵
入
の
機
会
が
増
大
す
る
。二
〇
〇
一
年
の
イ
ギ
リ
ス

の
事
例
で
は
、複
数
の
離
れ
た
農
地
が
一
つ
の
農
家
に
集

約
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、農
地
間
の
往
来
が
増
大
し
た

こ
と
が
感
染
を
拡
大
さ
せ
た
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
い

う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
の
要
因
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
あ
る
。図
１
で
も
わ

か
る
よ
う
に
、世
界
的
に
み
れ
ば
、口
蹄
疫
が
蔓
延
し
て

い
る
地
域
の
方
が
多
い
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
と
の
往
来
が
増
大
す
れ
ば
、必
然
的
に

口
蹄
疫
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
リ
ス
ク
は
高
ま
る
。特
に
、か

つ
て
清
浄
国
で
あ
っ
た
韓
国
で
爆
発
的
に
口
蹄
疫
が
広

ま
っ
て
い
る
こ
と
は
わ
が
国
に
と
っ
て
極
め
て
大
き
な
リ

ス
ク
で
あ
る
。

　

こ
こ
数
年
、仁
川
空
港
が
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
空
港
と
し
て

報
告
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、口
蹄
疫
の
防
疫
対
策
は
患
畜
や
感
染
し
た
疑

い
の
高
い
家
畜
を
速
や
か
に
全
頭
殺
処
分
す
る
と
い
う

摘
発
淘
汰
政
策
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

　
畜
産
物
の
国
際
取
引
に
も
影
響

　

こ
の
政
策
が
採
用
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
理
由
は
、そ
う

や
っ
て
国
内
の
ウ
イ
ル
ス
を
完
全
に
撲
滅（
清
浄
化
）し

な
い
限
り
、畜
産
物
の
国
際
取
引
に
重
大
な
影
響
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

　

図
１
は
、本
年
二
月
七
日
時
点
で
の
口
蹄
疫
の
清
浄
性

ス
テ
ー
タ
ス
を
示
し
て
い
る
。Ｗ
Ｔ
Ｏ（
世
界
貿
易
機
関
）

に
よ
る
ル
ー
ル
で
は
、防
疫
や
食
品
安
全
性
の
観
点
か
ら

清
浄
国
は
非
清
浄
国
か
ら
の
畜
産
物
の
輸
入
を
拒
む
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。す
な
わ
ち
、口
蹄
疫
の
清
浄
性

が
確
認
さ
れ
な
い
限
り
、わ
が
国
の
畜
産
物
は
ほ
か
の
清

浄
国
に
輸
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

ま
た
、よ
り
大
き
な
問
題
と
し
て
、わ
が
国
も
ま
た
非

清
浄
国
か
ら
の
安
価
な
畜
産
物
の
輸
入
を
拒
否
で
き
な

い
の
で
あ
る
。つ
ま
り
口
蹄
疫
の
清
浄
国
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、事
実
上
の
非
関
税
障
壁
と
し
て
機
能
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

口
蹄
疫
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
早
期
に
発
見
す
れ
ば
、摘

発
淘
汰
政
策
に
よ
っ
て
も
数
頭
の
殺
処
分
で
済
む
こ
と

も
あ
る
一
方
、ウ
イ
ル
ス
の
発
見
が
遅
れ
れ
ば
大
規
模
な

殺
処
分
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

二
〇
一
〇
年
の
宮
崎
県
で
の
殺
処
分
は
牛
・
豚
合
わ
せ

て
二
八
万
八
六
四
九
頭
で
あ
っ
た
。こ
れ
は
宮
崎
県
の
家

畜
の
お
よ
そ
二
割
に
相
当
す
る
。二
〇
〇
一
年
の
英
国
で

の
大
発
生
の
時
に
は
実
に
約
三
〇
〇
万
頭
の
羊
、約
六
〇

万
頭
の
牛
、約
一
四
万
頭
の
豚
を
殺
処
分
す
る
に
至
っ
た
。
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成
長
し
、日
本
の
地
方
空
港
へ
の
直
行
便
が
多
数
就
航
し

て
い
る
。今
や
日
本
の
ど
の
地
域
に
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し

た
と
し
て
も
全
く
不
思
議
で
は
な
い
。

　
経
済
災
害
な
ら
徹
底
防
疫
が
必
要

　

口
蹄
疫
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
経
済
災
害
で
あ
る

以
上
、防
疫
対
策
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
制
度
設

計
は
、通
常
の
災
害
よ
り
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

　

す
で
に
み
た
よ
う
に
、多
く
の
農
家
は
大
規
模
化
に
よ

っ
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
家
畜
伝
染
病
の
リ
ス
ク
を
抱
え

て
い
る
。そ
れ
ら
へ
の
対
処
は
各
農
家
の
自
助
努
力
で
行

う
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
が
、そ
れ
を
よ
り
徹
底
さ

せ
よ
う
と
思
え
ば
、殺
処
分
に
よ
る
損
失
に
つ
い
て
一
定

程
度
農
家
の
自
己
負
担
に
さ
せ
る
こ
と
で
自
助
努
力
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
は
殺
処
分
に

対
し
て
家
畜
の
時
価
評
価
の
五
分
の
四
を
補
償
す
る
よ

う
定
め
ら
れ
て
お
り
、日
本
の
家
畜
伝
染
病
予
防
法
も
そ

の
水
準
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。す
な
わ
ち
、五
分
の
一
に

つ
い
て
は
農
家
の
自
己
責
任
に
帰
せ
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

だ
が
、実
際
に
感
染
す
れ
ば
、感
染
農
家
は
家
畜
保
健

衛
生
所
な
ど
に
速
や
か
に
報
告
し
、た
だ
ち
に
殺
処
分
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

も
し
も
農
家
に
事
後
的
な
補
償
が
十
分
に
行
わ
れ
な

い
と
す
れ
ば
、農
家
は
感
染
の
事
実
を
隠
蔽
し
た
り
、ま

だ
発
症
し
て
い
な
い
疑
似
患
畜
の
殺
処
分
を
拒
否
し
た

り
す
る
な
ど
の
問
題
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
。防
疫
対
策

を
速
や
か
に
実
施
す
る
立
場
で
は
、補
償
は
十
分
に
な
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
、昨
年
の
口
蹄
疫
対
策
で
は
、農
家
に
対
し

殺
処
分
さ
れ
た
家
畜
の
時
価
評
価
額
の
全
額
を
支
給
す

る
よ
う
に
制
度
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る
。だ
が
、補
償
が

手
厚
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、防
疫
対
策
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
は
失
わ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
問
題
は
、放
漫
経
営
を
行
っ
た
結
果
破
た
ん

し
た
金
融
機
関
を
公
的
資
金
で
救
済
す
る
べ
き
か
否
か

と
い
う
、経
済
災
害
に
お
け
る
重
要
な
問
題
と
よ
く
似
て

い
る
。

　

単
純
に
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
防
ぐ
と
い
う
原
理
原
則

だ
け
で
も
っ
て
、制
度
設
計
を
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

家
畜
伝
染
病
は
こ
の
意
味
で
も
経
済
災
害
と
同
様
の
構

造
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
摘
発
淘
汰
妥
当
性
め
ぐ
り
検
討
を

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、摘
発
淘
汰
政
策
に
よ
る
防
疫

対
策
そ
の
も
の
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。二
〇
〇

一
年
の
英
国
で
の
発
生
で
は
、殺
処
分
に
よ
る
経
済
的
損

失
が
あ
ま
り
に
も
巨
大
に
な
り
す
ぎ
た
と
い
う
反
省
や
、

殺
処
分
の
残
虐
性
に
関
し
て
動
物
福
祉
の
観
点
か
ら
も

反
対
が
大
き
い
。

　

こ
の
た
め
、摘
発
淘
汰
で
は
な
く
、ワ
ク
チ
ン
接
種
に

よ
っ
て
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
方
策
の
検
討
が
技
術
的

に
も
制
度
的
に
も
進
め
ら
れ
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

　

だ
が
、わ
が
国
で
は
今
の
と
こ
ろ
摘
発
淘
汰
政
策
以
外

の
方
針
は
全
く
検
討
さ
れ
て
お
ら
ず
、予
防
的
に
ワ
ク
チ

ン
を
利
用
す
る
計
画
は
存
在
し
な
い
。残
念
な
が
ら
宮
崎

で
の
口
蹄
疫
に
関
す
る
国
の
検
証
委
員
会
報
告
書
で
も
、

摘
発
淘
汰
政
策
そ
の
も
の
の
妥
当
性
に
関
す
る
検
証
は

行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

摘
発
淘
汰
は
劇
薬
で
あ
る
。適
量
な
ら
効
果
的
だ
が
大

規
模
に
行
え
ば
わ
が
国
の
畜
産
業
そ
の
も
の
を
壊
滅
さ

せ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。す
で

に
全
国
に
感
染
が
拡
大
し
た
韓
国
で
は
摘
発
淘
汰
政
策

を
あ
き
ら
め
、国
内
全
土
の
牛
や
豚
に
予
防
的
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
も
早
期
に
清
浄
国
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
回
復
さ

せ
る
こ
と
が
経
済
的
に
合
理
的
な
の
か
、あ
る
い
は
ど
こ

ま
で
な
ら
摘
発
淘
汰
政
策
を
受
容
可
能
な
の
か
ど
う
か
、

次
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え
て
今
こ
そ
真
剣
に
検
討
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

図2　宮崎県における豚の飼育戸数と一戸あたり頭数の推移

資料：「畜産統計」　出所：宮崎県
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佐
賀
牛
ブ
ラ
ン
ド
が
定
着
す
る
佐
賀
県

で
、自
慢
の
黒
毛
和
牛
を
あ
え
て「
伊
萬
里

牛
」と
し
て
独
自
ブ
ラ
ン
ド
の
肉
用
牛
に

育
て
上
げ
、牛
肉
加
工
か
ら
直
売
、そ
し
て

焼
肉
店
経
営
ま
で
の
一
貫
シ
ス
テ
ム
、い
わ

ゆ
る
畜
産
版
の
六
次
産
業
経
営
で
見
事
に

成
功
し
て
い
る
の
が
松
尾
勝
馬
さ
ん
だ
。

牛
の
ふ
ん
尿
は
す
べ
て
有
機
肥
料
化
し
て

環
境
に
や
さ
し
い
経
営
を
貫
い
て
い
る
。

　
六
次
化
は
リ
ス
ク
抑
制
が
狙
い

―
―
農
業
生
産
の
一
次
産
業
を
主
体
に
二

次
、三
次
ま
で
、す
べ
て
に
生
産
者
が
関
わ

る
六
次
産
業
経
営
ま
で
踏
み
込
む
き
っ
か

け
は
？

松
尾　
和
牛
飼
育
経
営
は
景
気
、不
景
気

に
左
右
さ
れ
や
す
い
の
で
、そ
の
影
響
を
最

小
限
に
抑
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、

考
え
抜
い
た
結
果
で
す
。

―
―
と
、言
い
ま
す
と
？

松
尾　
う
ち
の
場
合
、子
牛
を
仕
入
れ
て

き
て
約
二
〇
カ
月
以
上
、肉
用
牛
と
し
て
飼

育
し
成
牛
に
ま
で
育
て
上
げ
、市
場
出
荷

し
ま
す
が
、価
格
下
落
が
続
い
て
い
れ
ば
苦

労
が
報
わ
れ
な
い
ば
か
り
か
、息
長
く
経

営
す
る
の
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、牛
肉
加
工
し
て
直
接
販
売
す

る
だ
け
で
な
く
、ス
テ
ー
キ
レ
ス
ト
ラ
ン
や

焼
肉
店
経
営
の
最
終
の
三
次
産
業
分
野
に

ま
で
手
を
伸
ば
し
て
利
益
を
出
せ
る
チ
ャ

ン
ス
を
つ
く
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
、と

考
え
た
の
で
す
。

―
―
要
は
、川
上
で
仮
に
市
況
変
動
で
苦

し
ん
で
も
川
下
で
う
ま
く
利
益
を
出
せ
れ

ば
経
営
と
し
て
成
り
立
つ
、と
い
う
わ
け
で

す
ね
。

松
尾　
そ
う
で
す
。わ
れ
わ
れ
の
経
営
は

モ
ノ
を
仕
入
れ
て
、す
ぐ
右
か
ら
左
へ
と
い

う
わ
け
に
は
い
か
な
い
よ
う
な
投
資
期
間

の
極
め
て
長
い
企
業
経
営
で
す
。リ
ス
ク
を

最
小
限
に
抑
え
な
が
ら
利
益
を
出
す
に
は

ど
う
す
る
か
が
勝
負
な
の
で
す
。

―
―
畜
産
業
は
市
況
産
業
で
、市
場
価
格

の
動
向
に
常
に
敏
感
に
な
っ
て
い
る
必
要

が
あ
る
の
で
、た
だ
、牛
を
育
て
て
い
れ
ば

い
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
ね
。

松
尾　
子
牛
の
仕
入
れ
価
格
が
ど
う
な
る

か
が
重
要
で
す
が
、同
時
に
、輸
入
飼
料
の

価
格
も
今
の
よ
う
に
国
際
的
な
食
物
価
格

高
騰
時
に
な
る
と
、さ
ら
に
細
心
の
注
意

が
必
要
で
す
。そ
の
う
え
長
期
間
、肉
用
牛

と
し
て
育
て
上
げ
て
市
場
価
格
が
仮
に
下

が
っ
て
い
た
ら
目
も
当
て
ら
れ
な
い
で
す

よ
。ノ
ン
ビ
リ
経
営
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
で

す
よ
。

―
―
子
牛
の
仕
入
れ
は
、い
い
品
種
の
牛

を
選
ぶ
と
い
う
の
も
重
要
で
し
ょ
う
が
、仕

入
れ
価
格
が
ど
う
か
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
。

松
尾　
四
八
年
間
携
わ
っ
て
、市
況
産
業

だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
の
は
子
牛
の

仕
入
れ
価
格
で
す
。一
番
高
か
っ
た
時
は
一

頭
五
四
万
円
、安
値
時
は
四
万
円
強
で
し

た
の
で
、こ
の
開
き
は
す
ご
い
も
の
で
す
。

敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
宮
崎
口
蹄
疫
発
生
で
影
響
も

―
―
子
牛
の
生
産
農
家
の
サ
イ
ド
も
値
崩

れ
し
て
い
れ
ば
生
産
に
意
欲
を
示
さ
な
く

な
り
、飼
育
牛
農
家
に
も
影
響
が
出
て
き

ま
す
か
。

松
尾　
そ
う
で
す
ね
。そ
う
い
っ
た
場
合
、

回
復
に
は
三
、四
年
は
か
か
り
ま
す
。昨
年

の
宮
崎
県
で
の
口
蹄
疫
問
題
の
発
生
は
、わ

れ
わ
れ
に
と
っ
て
、い
ろ
い
ろ
な
影
響
が
出

ま
し
た
。

―
―
具
体
的
に
は
ど
ん
な
影
響
が
？

畜
産
版
六
次
産
業
化
を
積
極
展
開

黒
毛
和
牛
生
産
か
ら
焼
肉
店
経
営

松
尾 

勝
馬
さ
ん
佐
賀
県

株
式
会
社
松
尾
勝
馬
牧
場

シ
リ
ー
ズ

変
革
は
人
に
あ
り
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連載 変革は人にあり

松
尾　
一
つ
は
、畜
産
農
家
に
と
っ
て
は
感

染
し
た
牛
を
殺
処
分
に
せ
ざ
る
を
得
ず
ご

苦
労
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、あ
お
り

で
子
牛
の
生
産
も
大
き
く
ダ
ウ
ン
し
ま
し

た
。う
ち
は
鹿
児
島
、宮
崎
か
ら
子
牛
を
仕

入
れ
る
の
で
、影
響
は
大
き
か
っ
た
で
す
。

　

そ
れ
と
、も
う
一
つ
は
、う
ち
の
黒
毛
和

牛
に
、仮
に
同
じ
よ
う
な
口
蹄
疫
問
題
が

発
生
し
た
ら
、ど
う
す
る
か
と
い
う
心
配

が
あ
り
ま
し
た
。あ
す
は
わ
が
身
か
と
い

う
不
安
が
大
き
く
、本
当
に
他
人
事
で
は

な
か
っ
た
で
す
。

―
―
ど
ん
な
対
策
を
講
じ
た
の
で
す
か
。

松
尾　
宮
崎
県
か
ら
距
離
が
離
れ
て
い
る

と
は
い
え
、何
が
起
き
る
か
わ
か
ら
ず
、衛

生
管
理
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
た
。

　

で
も
、口
蹄
疫
問
題
が
解
決
し
宮
崎
県

で
子
牛
市
場
の
セ
リ
再
開
と
な
っ
た
時
に

は
、応
援
す
る
意
味
で
、通
常
よ
り
も
高
い

価
格
で
セ
リ
落
と
し
て
、生
産
農
家
の
収

入
増
に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
先
進
地
見
学
で
勉
強

―
―
と
こ
ろ
で
、松
尾
さ
ん
は
当
初
、農
耕

牛
生
産
で
や
っ
て
お
ら
れ
、一
早
く
肉
用
牛

生
産
に
切
り
替
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、

時
代
の
変
化
を
見
据
え
て
の
こ
と
？

松
尾　
そ
う
で
す
。実
は
、う
ち
の
父
親
は

昔
、家
畜
商
、今
で
い
う
牛
飼
い
農
家
の
仲

介
業
だ
っ
た
の
で
す
が
、私
が
地
元
の
高
校

卒
業
後
に
実
家
の
経
営
を
引
き
継
ぐ
際
、

畜
産
を
や
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

た
だ
、当
時
は
、今
で
は
信
じ
ら
れ
な
い

こ
と
で
す
が
、ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
農
業
機
械

が
な
い
こ
ろ
で
、農
耕
牛
が
主
流
で
し
た
が
、

こ
の
ま
ま
で
は
い
ず
れ
メ
シ
は
食
え
な
く

な
る
、肉
用
牛
に
替
え
る
べ
き
だ
と
踏
み

切
っ
た
の
で
す
。そ
の
判
断
が
早
か
っ
た
の

が
よ
か
っ
た
で
す
。と
言
っ
て
も
当
初
は
五
、

六
頭
の
牛
を
肥
育
す
る
程
度
で
し
た
。

―
―
そ
れ
が
今
で
は
黒
毛
和
牛
を
一
八
五

〇
頭
も
飼
育
す
る
畜
産
企
業
に
。牛
が
好

き
だ
っ
た
の
で
す
か
。

松
尾　
そ
う
、小
さ
い
こ
ろ
か
ら
牛
を
見

て
い
る
し
、何
と
な
く
好
き
で
し
た
ね
。そ

こ
で
、肉
用
牛
飼
育
に
踏
み
切
っ
た
時
に
は

血
統
付
き
の
い
い
牛
を
買
っ
て
き
て
、丹
念

に
育
て
れ
ば
い
い
結
果
が
生
ま
れ
る
、と
考

え
、技
術
習
得
の
た
め
に
先
進
地
を
い
ろ
い

ろ
見
学
し
て
勉
強
し
ま
し
た
。そ
れ
が
い
ま

役
立
っ
て
い
ま
す
。

―
―
そ
こ
ま
で
牛
が
好
き
な
ら
ば
子
牛
の

生
産
か
ら
入
る
の
も
一
つ
だ
っ
た
？

松
尾　
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
一
貫
シ
ス

テ
ム
と
い
う
場
合
、子
牛
を
仕
入
れ
て
の
飼

育
、肥
育
だ
け
で
な
く
子
牛
生
産
か
ら
や

れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、と
い
う
考
え
方
も

あ
り
ま
す
。し
か
し
牛
の
出
産
は
事
故
率

が
高
く
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
す
。

　

そ
れ
よ
り
も
生
ま
れ
て
か
ら
一
〇
カ
月

後
の
子
牛
、と
く
に
血
統
の
い
い
牛
を
購
入

し
て
育
て
上
げ
た
方
が
い
い
と
思
っ
た
の

で
す
。経
営
に
弾
み
が
つ
い
た
の
は
日
本
経

済
が
高
度
成
長
期
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。食

生
活
が
豊
か
に
な
っ
て
、鶏
肉
や
豚
肉
か
ら

牛
肉
、そ
れ
も
霜
降
り
高
級
和
牛
肉
へ
の

需
要
が
出
て
き
た
こ
ろ
で
す
。

　
「
伊
萬
里
牛
」ブ
ラ
ン
ド
で
登
録

―
―
佐
賀
県
に
は
佐
賀
牛
と
い
う
全
国
ブ

ラ
ン
ド
が
あ
る
の
に
、松
尾
さ
ん
は「
伊
萬

里
牛
」の
独
自
ブ
ラ
ン
ド
に
こ
だ
わ
る
の
は

ど
う
し
て
で
す
か
。

松
尾　
佐
賀
県
は
陶
器
が
有
名
で
、窯
の

あ
る
土
地
に
、た
と
え
ば
伊
万
里
焼
が
あ

牛舎で黒毛和牛の生育チェックをする松尾社長

Profile

ま
つ
お  

かつ
ま

一九
四
七
年
伊
万
里
市
生
ま
れ
。六
三
歳
。伊
万
里
高
校

卒
業
後
、一九
歳
で
実
家
の
家
畜
商
に
従
事
。六
七
年
に

農
耕
用
牛
の
飼
育
を
目
的
に
松
尾
畜
産
を
創
立
。二
五

歳
の
時
に
肉
用
牛
飼
育
に
切
り
替
え
る
。八
七
年
に
株

式
会
社
牛
勝
を
設
立
、翌
年
ス
テ
ー
キ
レ
ス
ト
ラ
ン﹁
勝
﹂

を
オ
ー
プ
ン
し
て
肥
育
、加
工
か
ら
直
売
所
、レ
ス
ト
ラ
ン

経
営
ま
で
の
六
次
産
業
への
道
筋
を
つ
け
る
。一八
五
〇
頭

の
黒
毛
和
牛
を
肥
育
。家
族
は
妻
と
母
の
三
人
。

Data株
式
会
社
松
尾
勝
馬
牧
場

本
社
は
佐
賀
県
伊
万
里
市
。資
本
金
一
〇
〇
〇
万
円
。

二
地
区
に
牛
舎
と
牧
場
を
保
有
し
一八
五
〇
頭
の
黒
毛

和
牛
を
肥
育
。和
牛
肉
の
加
工
販
売
セ
ン
タ
ー
を
経
営
す

る
ほ
か
、株
式
会
社
牛
勝・レ
ス
ト
ラ
ン﹁
勝
﹂を
軸
に
佐
賀

県
、長
崎
県
に
ス
テ
ー
キ
レ
ス
ト
ラ
ン
や
焼
肉
店
合
計
六
店

を
展
開
、畜
産
か
ら
生
産
加
工
、直
売
所
や
レ
ス
ト
ラ
ン
ま

で
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
経
営
が
強
み
。グ
ル
ー
プ
全
体

で
年
商
一八
億
円
。パー
ト
を
含
め
従
業
員
一
〇
〇
人
。
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連載 変革は人にあり
る
よ
う
に
、肉
用
牛
で
も
品
質
面
な
ど
で

差
別
化
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
ブ
ラ
ン
ド

価
値
を
ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
い
い
と
思
っ
た

の
で
す
。う
ち
の
黒
毛
和
牛
は「
松
尾
勝
馬　

伊
萬
里
牛
」と
い
う
形
で
商
標
登
録
も
し

て
い
ま
す
。

―
―
差
別
化
で
き
る
ブ
ラ
ン
ド
価
値
と
は

ど
う
い
っ
た
も
の
で
す
か
。

松
尾　
う
ち
の
黒
毛
和
牛
は
、も
と
も
と

血
統
が
よ
く
肉
質
の
い
い
も
の
を
選
ん
で

飼
育
し
て
い
る
点
は
も
と
よ
り
で
す
が
、枝

肉
重
量
が
全
国
平
均
よ
り
も
八
〇
㌔
も
多

い
う
え
、和
牛
肉
に
対
す
る
消
費
者
の
関

心
事
で
あ
る
サ
シ
に
関
し
て
も
、飼
育
段

階
で
研
究
し
て
い
ろ
い
ろ
工
夫
を
こ
ら
し

て
い
る
の
で
す
。

―
―
と
言
い
ま
す
と
？

松
尾　
エ
サ
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、麦
、大
豆

な
ど
を
ど
う
組
み
合
わ
せ
る
か
、い
ろ
い
ろ

工
夫
し
て
い
ま
す
が
、サ
シ
が
出
や
す
く
す

る
に
は
麦
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
バ
ラ
ン
ス

を
中
心
に
す
る
こ
と
で
す
。う
れ
し
い
こ
と

に
、し
っ
か
り
と
食
べ
て
く
れ
ま
す
。

―
―
今
年
の
出
荷
頭
数
は
一
一
〇
〇
頭
に
、

と
い
う
目
標
だ
そ
う
で
す
が
、こ
れ
ほ
ど
の

量
の
大
型
牛
の
健
康
管
理
な
ど
飼
育
管
理

も
大
変
で
し
ょ
う
？

松
尾　
健
康
管
理
に
は
神
経
を
使
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
の
管
理
も
怠
り
ま
せ

ん
が
、神
経
質
な
牛
は
肉
用
牛
と
し
て
も

ダ
メ
で
す
の
で
、た
と
え
ば
飼
育
環
境
に
も

気
を
配
り
牛
舎
に
は
音
楽
を
流
し
て
い
ま

す
。

―
―
人
間
と
同
様
、牛
も
音
楽
を
聞
い
て

い
る
と
、落
ち
着
く
の
で
す
か
。

松
尾　
若
者
が
好
き
な
騒
が
し
い
も
の
は

牛
に
は
適
合
し
ま
せ
ん
が
、静
か
な
音
楽

だ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
ま
す
。快
適
な
住

環
境
と
い
う
の
は
人
間
と
同
じ
で
す
。

　
有
機
肥
料
化
で
循
環
型
経
営

―
―
牛
の
ふ
ん
尿
を
発
酵
さ
せ
有
機
肥
料

化
し
循
環
型
経
営
に
つ
な
げ
て
い
る
？

松
尾　
一
日
の
食
べ
る
量
が
一
五
㌧
、そ
し

て
排
せ
つ
す
る
ふ
ん
尿
の
量
が
一
〇
㌧
で

す
。ケ
タ
外
れ
の
量
で
、ふ
ん
尿
公
害
対
策

な
ど
周
辺
へ
の
環
境
配
慮
も
重
要
で
す
の

で
、有
機
肥
料
化
し
て
循
環
さ
せ
よ
う
と

考
え
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
六
五
度
以
上
の
高
熱
で
発

酵
さ
せ
た
あ
と
、腐
葉
土
に
し
て
有
機
肥

料
化
し
た
、完
熟
た
い
肥
で
す
。地
元
の
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
て
一
部
は
一

般
向
け
に
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

―
―
ス
テ
ー
キ
レ
ス
ト
ラ
ン「
勝し

ょ
う」の

オ
ー

プ
ン
の
き
っ
か
け
は
？

松
尾　
六
次
産
業
化
的
な
発
想
が
ベ
ー
ス

に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
す
が
、実

は
、う
ち
で
育
て
上
げ
た「
伊
萬
里
牛
」は

関
西
地
区
は
じ
め
全
国
に
出
荷
さ
れ
て
い

て
も
肝
心
の
地
元
で
食
べ
て
も
ら
っ
て
い

な
い
。こ
れ
は
お
か
し
い
ぞ
、地
産
地
消
が

大
事
だ
、と
考
え
、店
を
出
す
こ
と
に
し
た

の
で
す
。

―
―
と
言
っ
て
も
、消
費
者
ニ
ー
ズ
を
探
る

な
ど
苦
労
も
多
か
っ
た
で
し
ょ
う
？

松
尾　
今
で
は
笑
い
話
で
す
が
、不
安
も

あ
り
、う
ち
の
女
房
が
福
岡
市
に
一
カ
月
間
、

修
業
に
行
き
ま
し
た
。経
営
か
ら
サ
ー
ビ

ス
ま
で
ノ
ウ
ハ
ウ
習
得
に
必
死
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
会
社「
牛
勝
」を

設
立
し
、一
年
後
に
一
号
店
の
ス
テ
ー
キ
レ

ス
ト
ラ
ン
を
地
元
で
開
設
し
ま
し
た
。す
る

と
あ
り
が
た
い
こ
と
に
連
日
盛
況
で
し
た
。

「
天
の
時
、地
の
利
、人
の
和
」と
い
う
言
葉

が
ぴ
っ
た
り
で
し
た
。

―
―
そ
の
後
、焼
肉
店
に
比
重
を
移
し
、し

か
も
加
工
セ
ン
タ
ー
も
つ
く
っ
て
牛
肉
の

直
売
店
も
経
営
さ
れ
て
い
る
？

松
尾　
経
営
者
的
な
発
想
で
言
い
ま
す
と
、

ス
テ
ー
キ
店
は
ど
う
し
て
も
食
べ
て
い
た

だ
く
牛
肉
の
部
位
が
限
ら
れ
る
の
に
対
し

て
、焼
肉
店
は
満
遍
な
く
あ
ら
ゆ
る
部
位

を
食
べ
て
い
た
だ
け
る
の
で
、残
す
こ
と
な

く
効
率
的
な
の
で
す
。

　
利
益
還
元
で
学
校
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

―
―
最
近
、地
元
の
伊
万
里
市
の
小
学
校
、

中
学
校
の
給
食
な
ど
に
毎
年
一
回「
松
尾
勝

馬　

伊
萬
里
牛
」の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
始
め

た
、と
か
？

松
尾　
そ
う
な
ん
で
す
。「
お
い
し
い
」と

い
う
子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
顔
が
見
た
い
こ

と
に
加
え
て
、将
来
の
和
牛
肉
の
消
費
人

口
の
拡
大
も
図
っ
て
お
き
た
い
、と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
本
当
は
地
元
へ
の

恩
返
し
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
で

す
。利
益
還
元
と
い
う
こ
と
で
す
。

―
―
規
模
拡
大
で
一
時
、北
海
道
に
候
補

地
を
求
め
た
と
か
？

松
尾　
最
終
的
に
は
佐
賀
県
内
で
農
協
の

経
営
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
た
牧
場
跡

地
を
第
二
牧
場
と
し
て
手
当
て
で
き
た
の

で
、そ
の
話
は
な
く
な
り
ま
し
た
。た
だ
、

離
農
す
る
方
が
お
ら
れ
牧
場
が
売
り
に
出

た
も
の
で
す
か
ら
、買
収
を
考
え
ま
し
た
。

―
―
北
海
道
に
行
け
ば「
伊
萬
里
牛
」ブ
ラ

ン
ド
が
使
え
な
か
っ
た
？

松
尾　
確
か
に
、そ
の
ブ
ラ
ン
ド
の
リ
ス
ク

は
あ
り
ま
し
た
が
、一
〇
年
ほ
ど
前
は
、一

に
も
二
に
も
規
模
拡
大
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
で
し
た
。

―
―
畜
産
の
先
行
き
不
安
を
も
ら
す
人
も

い
る
中
で
意
欲
的
な
の
が
素
晴
ら
し
い
。

松
尾　
六
次
産
業
化
も
一
つ
の
考
え
方
で
す
。

や
れ
ば
い
ろ
い
ろ
考
え
つ
く
も
の
で
す
。

―
―
新
興
ア
ジ
ア
で
は
和
牛
肉
の
需
要
が

高
い
で
す
が
、「
伊
萬
里
牛
」を
輸
出
す
る
、

と
い
う
お
考
え
は
？

松
尾　
和
牛
肉
は
富
裕
層
中
心
に
間
違
い

な
く
需
要
が
見
込
め
ま
す
。た
だ
、検
疫
手

続
き
な
ど
課
題
も
多
く
、政
府
が
大
き
く
カ

ジ
を
取
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。　
　

     

（
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

牧
野
義
司
）
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食というメッセージ

農学博士

佐藤 剛史

さとう  ごうし
1973年大分県生まれ。九州大学農学部助教。大学での教
育・研究活動のほか、講演、執筆も精力的に行っている。主
な著書に、『ここ－食卓から始まる生教育－』（西日本新聞社）、

『いのちをいただく』（西日本新聞社）、『すごい弁当力！』（五月
書房）などがあり、いずれもベストセラー。新聞寄稿、テレビ・ラ
ジオ出演も多数。

　

私
は
、二
〇
〇
九
年
に『
す
ご
い
弁
当
力
！
』と
い
う
本
を
公
刊
し
た
。「
弁
当
力
」

と
は
、弁
当
を
美
し
く
つ
く
る
力
で
は
な
く
、「
弁
当
や
食
が
、人
生
を
豊
か
に
す

る
力
で
あ
る
」と
定
義
し
て
い
る
。

　

そ
れ
以
来
、多
く
の
読
者
か
ら
、弁
当
や
食
に
ま
つ
わ
る
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、

手
紙
や
メ
ー
ル
で
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

た
と
え
ば
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。

　

あ
る
お
母
さ
ん
が
、二
〇
歳
の
次
男
を
突
然
の
事
故
で
亡
く
し
た
。彼
は
一
年
間
、

福
岡
市
で
バ
イ
ト
生
活
を
し
、家
業
の
林
業
を
継
ぐ
決
心
が
つ
い
た
と
、故
郷
の

町
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。二
日
後
に
は
帰
っ
て
く
る
予
定
で
、お
母

さ
ん
は「
こ
れ
か
ら
は
、夕
食
の
作
り
が
い
が
あ
る
」と
思
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

　

彼
は
、最
後
の
ア
ル
バ
イ
ト
代
を
受
け
取
り
に
出
か
け
、そ
の
帰
り
に
事
故
に

巻
き
込
ま
れ
た
。

　

最
後
の
食
事
は
、昼
食
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
だ
っ
た
。

　

そ
れ
は
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
、と
て
も
つ
ら
い
こ
と
だ
っ
た
。こ
こ
一
年
間
、ほ

と
ん
ど
自
分
の
手
料
理
を
食
べ
さ
せ
て
や
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、悔
や
ま
れ
て
し

か
た
な
い
の
だ
と
言
う
。

　

こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
読
み
な
が
ら
、私
は
、涙
を
流
し
、深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　

料
理
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。「
あ
な
た
の
こ
と
が
大
切
な
ん
よ
」「
あ
な
た
に
は
、そ

れ
だ
け
手
間
暇
か
け
る
価
値
が
あ
る
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。親
は
、子
に
、そ

ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ず
っ
と
送
り
続
け
、子
ど
も
は
大
人
に
な
っ
て
い
く
。

　

だ
か
ら
、た
か
が「
食
」な
の
だ
け
れ
ど
、最
後
の
食
事
が
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
な

ん
て
、親
か
ら
す
れ
ば
悔
や
ま
れ
て
仕
方
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

人
は
必
ず
死
ぬ
し
、そ
の
死
は
い
つ
訪
れ
る
か
分
か
ら
な
い
。

　

だ
か
ら
、そ
の
食
事
が
、最
後
の
食
事
に
な
る
可
能
性
が
誰
に
で
も
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
。

　

そ
の
食
事
が
、最
後
の
食
事
と
し
て
、自
分
は
そ
れ
で
満
足
な
の
か
。

　

そ
れ
で
悲
し
む
人
は
い
な
い
か
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　

そ
う
し
て
確
信
す
る
の
だ
。

　

弁
当
や
食
が
、人
生
を
豊
か
に
す
る
。「
弁
当
力
」は
絶
対
に
あ
る
。

フォーラムエッセイ
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中
村 

洋
子

菓
子
工
房
Ｅｎｓｅｍ
ｂ
ｌｅ（
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）

パ
テ
ィ
シ
エ

北
海
道
滝
川
市

自
家
製
の
材
料
は
、

仕
入
れ
に
比
べ
安
定
し
な
い
。

で
も
、そ
れ
を
や
ら
な
け
れ
ば
、

農
園
で
ケ
ー
キ
づ
く
り
を
す
る

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ん

農
業
に
は
、規
模
を
拡
大
す
る
経
営
だ
け
で
な
く
、ア

イ
デ
ア
が
凝
縮
し
た
経
営
が
あ
る
。今
あ
る
土
地
を
生

か
し
て
、農
産
加
工
品
製
造
、フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン
、

も
ぎ
取
り
の
で
き
る
観
光
農
園
と
いっ
た
農
業
の
幅
を

広
げ
た
知
恵
の
経
営
で
あ
る
。
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視
野
を
広
げ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　

北
海
道
ら
し
く
、碁
盤
の
目
の
ご
と
く
整
備
さ
れ

た
畑
。そ
の
間
に
ポ
ツ
ン
ポ
ツ
ン
と
建
つ
家
や
納
屋
。

中
村
洋ひ

ろ

子こ

さ
ん（
三
六
）が
切
り
盛
り
す
る
菓
子
工

房
も
そ
ん
な
農
村
風
景
に
と
け
こ
む
よ
う
に
建
っ

て
い
る
。

　

納
屋
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
建
て
た
と
い
う
工
房
か

ら
現
れ
た
洋
子
さ
ん
。真
っ
白
な
上
着
と
エ
プ
ロ
ン
、

帽
子
姿
は
可
憐
そ
の
も
の
。「
自
分
が
パ
テ
ィ
シ
エ

に
な
る
な
ん
て
三
〇
歳
ぐ
ら
い
ま
で
思
っ
て
も
い

な
か
っ
た
ん
で
す
が
」。

　

工
房
は
洋
子
さ
ん
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
中
村
農
園

の
敷
地
内
に
あ
る
。中
村
農
園
は“
い
か
に
も
北
海

道
農
業
”と
い
う
大
規
模
経
営
で
は
な
く
、七
㌶
で

米
、大
豆
、野
菜
、果
物
な
ど
多
品
目
を
生
産
す
る
。

　

工
房
の
横
に
は
、洋
子
さ
ん
の
夫
、剛
さ
ん（
三

七
）が
仕
切
る
フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン「
マ
マ
ズ
・
キ

ッ
チ
ン
」が
あ
る
。剛
さ
ん
は
工
房
で
豆
腐
も
つ
く

る
。レ
ス
ト
ラ
ン
に
来
た
人
の
た
め
の
も
ぎ
取
り
が

で
き
る
観
光
農
園
も
運
営
す
る
。両
親
の
時
代
か
ら

規
模
で
は
な
く
、今
あ
る
土
地
を
生
か
し
、飲
食
や

観
光
な
ど
農
業
の
幅
を
い
か
に
広
げ
て
い
く
か
を

追
求
し
て
き
た
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
農
業
を
継
ぐ
と
決
め
て
い
た

剛
さ
ん
は
、す
ぐ
に
就
農
す
る
の
で
は
な
く
、海
外

を
見
て
お
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
。会
社
勤
め
の
後
、

同
じ
高
校
の
後
輩
、洋
子
さ
ん
と
結
婚
し
、二
人
で

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
制
度
を
利
用
し
て
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
を
一
年
近
く
旅
行
し
た
。

　

洋
子
さ
ん
は「
こ
の
人（
剛
さ
ん
）が
行
く
か
ら

仕
方
な
く
と
い
う
感
じ
。で
も
大
自
然
、多
く
の
人

と
出
会
っ
て
、自
分
が
小
さ
な
枠
の
中
の
こ
と
し
か

知
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。視
野
が
広
が
っ
た
し
、

価
値
観
も
変
わ
り
ま
し
た
」と
ほ
ほ
笑
む
。

　

旅
行
中
、“
世
界
一
お
い
し
い
ケ
ー
キ
屋
”が
あ
る

と
聞
き
、二
人
で
訪
ね
た
。「
味
は
世
界
一
と
い
う
感

じ
で
な
か
っ
た
で
す
が（
笑
）、に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

商
売
は
立
地
と
は
関
係
な
い
と
二
人
で
話
し
ま
し

た
」と
剛
さ
ん
は
話
す
。

　

飲
食
を
取
り
入
れ
た
経
営
を
し
よ
う
と
決
め
て

帰
国
。札
幌
市
内
に
出
て
、そ
れ
ぞ
れ
違
う
店
で
経

験
を
積
ん
だ
。

　

つ
い
に
二
〇
〇
一
年
、ス
ー
プ
カ
レ
ー
を
メ
イ
ン

に
し
た「
マ
マ
ズ
・
キ
ッ
チ
ン
」を
開
い
た
。ベ
ー
ス

と
な
る
ス
ー
プ
は
洋
子
さ
ん
が
開
発
し
た
。

　

じ
っ
く
り
と
出
汁
を
と
っ
た
と
い
う
ス
ー
プ
仕

立
て
の
カ
レ
ー
は
後
を
引
く
味
わ
い
。大
き
く
カ
ッ

ト
さ
れ
た
野
菜
の
お
い
し
さ
も
格
別
だ
。オ
ー
プ

ン
後
ま
も
な
く
、ス
ー
プ
カ
レ
ー
が
当
地
料
理
と

し
て
人
気
が
出
た
こ
と
に
加
え
、地
産
地
消
に
火

が
つ
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、札
幌
市
や
道
外
か
ら
も

訪
ね
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。平
日
で
も“
一
時
間

半
待
ち
”に
な
り
、〇
四
年
に
は
増
築
し
て
座
席
を

増
や
し
た
。

　
専
門
学
校
で
腕
を
磨
く

　

予
想
以
上
に
繁
盛
が
続
く
中
、洋
子
さ
ん
に
は

あ
る
考
え
が
生
ま
れ
た
。「
毎
日
同
じ
作
業
の
繰
り

返
し
、接
客
が
主
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、自
分
で

も
何
か
つ
く
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。お
菓

子
な
ら
営
業
時
間
外
に
一
人
で
で
き
る
か
な
と
」。

P. 19
今年からオーダーメードのケーキもつくる
ようになった。ある顧客からの注文は“う
さぎのケーキ”。「どんなリクエストにも応
えられるようになりたい」と洋子さん。

P. 20
右上：雪景色に映えるママズ・キッチンにて
右下：お客さんは地元の人が多い
左：真剣なまなざしが洋菓子の世界の奥

深さを語る
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し
か
し
、専
門
書
を
広
げ
る
と
わ
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
だ
っ
た
。

　
一
大
決
心
を
し
て
札
幌
市
内
の
洋
菓
子
専
門
学

校
に
入
学
。授
業
は
夜
間
。昼
間
は
学
費
を
稼
ぐ
た

め
に
デ
パ
地
下
で
総
菜
づ
く
り
を
し
た
。卒
業
後
は

札
幌
市
内
の
有
名
な
菓
子
店
に
入
っ
て
働
い
た
。こ

の
間
、札
幌
市
内
に
住
ん
だ
。剛
さ
ん
の
協
力
を
得

な
が
ら
の
別
居
生
活
は
四
年
に
お
よ
ん
だ
。

　

そ
の
後
は
自
宅
内
で
技
術
を
磨
き
、本
格
的
に

習
い
始
め
て
五
年
後
、工
房
を
建
て
た
。「
独
立
に
は

早
す
ぎ
る
か
な
と
い
う
思
い
も
。で
も
経
験
の
少
な

い
私
が
工
房
を
持
つ
な
ん
て
と
て
も
恵
ま
れ
た
こ

と
で
す
し
」。

　

水
曜
、木
曜
の
休
業
日
を
除
き
、朝
七
時
か
ら
夜

一
〇
時
ま
で
、工
房
に
ほ
ぼ
入
り
っ
ぱ
な
し
。日
中

は
パ
ー
ト
さ
ん
も
い
る
が
、自
ら
接
客
も
す
る
。

　

買
い
に
来
る
の
は
地
元
の
人
が
多
い
。「
老
若
男

女
さ
ま
ざ
ま
で
す
し
、好
み
も
そ
れ
ぞ
れ
な
の
で
で

き
る
だ
け
多
く
の
種
類
を
提
供
し
た
い
。で
も
、種

類
を
増
や
す
ば
か
り
で
は
ダ
メ
。採
算
が
と
れ
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
。そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い
」。中

村
農
園
は
部
門
ご
と
の
独
立
採
算
。洋
子
さ
ん
は
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
の
経
営
も
任
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
農
園
だ
か
ら
で
き
る
お
菓
子
づ
く
り
を

　

ケ
ー
キ
に
は
自
家
製
の
素
材
や
、地
元
で
で
き
た

素
材
が
使
わ
れ
る
。中
村
農
園
の
住
所
に
ち
な
ん
で

命
名
さ
れ
た
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ「
11
丁
目
ロ
ー
ル
」に

は
、自
家
製
米
粉
と
北
海
道
産
小
麦
を
混
ぜ
た
生

地
を
、自
家
製
の
豆
乳
入
り
の
カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー

ム
と
北
海
道
産
の
生
ク
リ
ー
ム
で
サ
ン
ド
し
て
い

る
。チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
に
も
豆
乳
が
使
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、自
家
製
や
地
元
の
材
料
を
使
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
け
で
洋
子
さ
ん
は
満
足
し
て
い
な

い
。「
も
っ
と
お
い
し
い
も
の
を
つ
く
り
た
い
。こ
の

前
も
う
ち
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
で
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

を
つ
く
っ
た
の
で
す
が
う
ま
く
で
き
な
い
ん
で
す
。

一
旦
リ
セ
ッ
ト
し
て
改
め
て
挑
戦
し
よ
う
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
」。

　

自
家
製
の
材
料
は
仕
入
れ
る
材
料
に
比
べ
安
定

し
な
い
。イ
チ
ゴ
も
、収
穫
シ
ー
ズ
ン
始
め
と
最
盛

期
で
は
異
な
る
。当
然
レ
シ
ピ
も
変
わ
っ
て
く
る
。

「
で
も
、自
家
製
や
地
元
の
素
材
を
使
っ
た
お
菓
子

を
提
供
で
き
る
と
い
う
の
は
農
園
が
あ
る
か
ら
こ

そ
。普
通
の
材
料
を
使
っ
て
い
る
よ
う
で
は
、農
園

の
中
で
わ
ざ
わ
ざ
ケ
ー
キ
を
つ
く
っ
て
い
る
意
味

が
な
い
で
す
か
ら
ね
」と
き
っ
ぱ
り
話
す
。

　

洋
子
さ
ん
の
話
を
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、お
菓
子
の

世
界
の
奥
深
さ
を
感
じ
る
。「
た
っ
た
一
人
で
つ
く

っ
て
い
る
と
、時
に“
こ
れ
で
も
い
い
か
な
”と
錯
覚

し
て
し
ま
う
時
も
あ
る
」と
打
ち
明
け
る
。で
も「
わ

ざ
わ
ざ
訪
ね
て
来
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
一
人
ひ
と

り
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、失
敗
を
重
ね
な
が
ら

つ
く
り
続
け
る
だ
け
」と
み
ず
か
ら
を
律
す
る
。

　
「
彼
女
は
職
人
気
質
。僕
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

商
売
に
向
い
て
い
る
」と
剛
さ
ん
。だ
が
二
人
の
向

い
て
い
る
方
向
は
ひ
と
つ
だ
。

　

ま
ず
は
お
い
し
い
も
の
を
つ
く
っ
て
提
供
す
る
。

そ
こ
に
自
家
製
の
素
材
や
地
元
の
素
材
が
使
わ
れ

て
い
て
、そ
れ
ら
を
味
わ
う
場
が
あ
れ
ば
、観
光
客

を
引
き
寄
せ
る
磁
石
に
な
る
。商
業
者
と
は
違
い
農

家
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、地
域
活
性
化
の
原

動
力
に
も
な
る
。

　

今
年
か
ら
洋
子
さ
ん
は
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
。

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
の
注
文
が
入
る
と
、数
種

類
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
お
客
さ
ん
に
選
ん
で
も
ら
っ

て
い
た
が
、今
年
か
ら
お
客
さ
ん
の
希
望
を
一
か
ら

聞
い
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
ケ
ー
キ
を
つ
く
り
始
め
た
。

「
前
は
ぼ
く
の
後
を
つ
い
て
く
る
タ
イ
プ
で
し
た
が
、

今
で
は
す
っ
か
り
強
く
な
り
ま
し
た（
笑
）」と
い

う
剛
さ
ん
だ
が
、ケ
ー
キ
に
使
え
そ
う
な
ラ
ズ
ベ
リ

ー
や
プ
ル
ー
ン
を
植
え
る
な
ど
、洋
子
さ
ん
を
温
か

く
支
え
て
い
る
。

　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
は「
一
緒
に
」と
い
う
意
味
も

あ
り
、「
合
奏
、合
唱
」と
い
う
意
で
も
あ
る
。お
い

し
い
洋
菓
子
と
地
元
の
素
材
が
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を

奏
で
る
日
、農
園
を
訪
問
す
る
観
光
客
と
中
村
農

園
が
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
奏
で
る
日
を
め
ざ
し
、二
人

は
手
を
と
っ
て
歩
ん
で
い
く
だ
ろ
う
。　
　
　

  

（
青
山
浩
子
／
文　

河
野
千
年
／
撮
影
）

中村農園の生産部門は父、豊さん（62）と母、紀子さん（59）
がしっかり支えている。
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わ
れ
わ
れ
は
畜
産
物
で
あ
る
乳
・
肉
・
卵
を
日
々

の
食
事
で
何
気
な
く
食
べ
て
い
る
。い
ず
れ

も
良
質
な
タ
ン
パ
ク
質
を
含
み
優
秀
な
食
材
で
あ
る

が
、実
は
こ
の
乳
・
肉
・
卵
の
う
ち
一
つ
だ
け
、あ
る

面
で
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
食
材
が
あ
る
。

　

畜
産
物
に
水
産
物
、さ
ら
に
は
農
産
物
を
加
え
て

も
こ
の
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。そ
の
他
多
数
の
食
材

と
異
な
る
食
材
と
は
何
だ
ろ
う
か
。そ
れ
は
乳
で
あ
る
。

　

乳
以
外
の
す
べ
て
の
食
材
は
、生
産
者
で
あ
る
動

植
物
が
自
身
の
構
成
要
素
と
し
て
つ
く
り
出
し
た
タ

ン
パ
ク
質
・
脂
肪
・
炭
水
化
物
を
、

人
間
が
食
べ
る
た
め
に
便
宜
的
に

収
奪
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、乳
は
生
産
者

で
あ
る
ほ
乳
類
が
初
め
か
ら
子
ど

も
に
飲
ま
せ
る（
食
べ
さ
せ
る
）こ

と
を
意
図
し
て
生
産
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
違
い
は
大
き
い
。

　

そ
の
典
型
が
、出
産
後
数
日
間

に
出
る
初
乳
で
あ
る
。胎
盤
を
通

し
て
移
行
抗
体
を
供
給
で
き
な
い

牛
の
場
合
、初
乳
中
の
移
行
抗
体
量
は
多
く
、初
乳
は

仔
牛
の
感
染
防
止
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

食
材
に
な
る
普
通
の
牛
乳
成
分
に
も
仔
牛
へ
の
配

慮（
機
能
）が
う
か
が
え
る
。乳
タ
ン
パ
ク
質
の
約
八

〇
％
を
占
め
、最
も
含
有
量
の
多
い
カ
ゼ
イ
ン
は
チ

ー
ズ
の
主
原
料
で
あ
り
、そ
れ
自
身
栄
養
価
の
高
い

食
品
で
あ
る
が
、乳
中
で
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
運
び
屋

と
し
て
機
能
す
る
。

　

乳
清
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る
β
︲
ラ
ク
ト
グ
ロ
ブ
リ

ン
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
と
強
く
結
合
す
る
。同
じ
く
乳
清

タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る
ラ
ク
ト
パ
ー
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
は

体
内
の
過
酸
化
水
素
を
分
解
し
、一
連
の
反
応
を
経

て
抗
菌
作
用
を
示
す
。さ
ら
に
、乳
清
に
も
含
ま
れ
る

ラ
ク
ト
フ
ェ
リ
ン
は
抗
菌
作
用
を
示
す
一
方
、鉄
吸

収
調
節
作
用
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

い
ま
、タ
ン
パ
ク
質
の
例
を
挙
げ
た
が
、タ
ン
パ
ク

質
の
一
部
分
で
あ
る
ペ
プ
チ
ド
に
も
各
種
の
機
能
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

有
名
な
例
は
モ
ル
ヒ
ネ
様
鎮
痛
作
用
を
示
す
オ
ピ

オ
イ
ド
関
連
ペ
プ
チ
ド
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、

カ
ゼ
イ
ン
由
来
の
七
個
の
ア
ミ
ノ

酸
よ
り
構
成
さ
れ
る
β
︲
カ
ゾ
モ

ル
フ
ィ
ン
、α
︲
カ
ゼ
イ
ン
エ
キ
ソ

ル
フ
ィ
ン
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、血
圧
を
上
げ
る
昇
圧
系

を
阻
害
す
る
ペ
プ
チ
ド
も
知
ら
れ

て
お
り
、や
は
り
カ
ゼ
イ
ン
由
来

の
六
～
一
二
個
の
ア
ミ
ノ
酸
よ
り

構
成
さ
れ
る
ペ
プ
チ
ド
に
血
圧
降

下
作
用
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

授
乳
中
・
授
乳
後
の
仔
牛
を
含

め
た
ほ
乳
類
動
物
の
子
ど
も
に
お
い
て
、こ
れ
ら
の

ペ
プ
チ
ド
が
ど
れ
ほ
ど
作
用
す
る
か
は
な
お
未
解
明

で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら「
飲
ま
せ
る（
食
べ
さ
せ
る
）こ
と

に
特
化
し
た
カ
ゼ
イ
ン
に
は
授
乳
中
・
授
乳
後
の
仔

牛
の
血
圧
を
下
げ
、精
神
を
安
定
さ
せ
、幸
福
感
に
浸

ら
せ
る
た
め
の
ペ
プ
チ
ド
情
報
ま
で
組
み
込
ま
れ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
」。

　

乳
の
特
異
性
、神
秘
性
の
ベ
ー
ル
が
徐
々
に
剥
が

さ
れ
つ
つ
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乳の特異性・神秘性
農業・食品産業技術総合研究機構 畜産草地研究所

研究管理監

相川 勝弘

図１　授乳に満足そうな子ぶたたち
乳成分にはエネルギー補給以外のさまざまな機
能が見出されている。

Profile

あいかわ  かつひろ
1954年東京都生まれ。東京農工大学農学部卒。77
年農林省畜産試験場入省。（独）農研機構近畿中国
四国農業研究センター研究管理監を経て2009年から
現職。専門は畜産物関連の分子生物学。主な著書に

「最新農業技術事典」（共著／農文協）などがある。
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「
モ
モ
な
ど
の
加
工
品
の
開
発
を
さ
ら

に
進
め
て
、今
後
は
成
長
が
続
く
ア
ジ

ア
へ
の
輸
出
を
伸
ば
し
た
い
で
す
。そ
し

て
一
〇
年
後
、果
実
出
荷
量
が
減
少
し
た

と
き
に
、国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、新
し
い

展
開
を
考
え
た
い
で
す
ね
」

　

福
島
県
で
モ
モ
や
リ
ン
ゴ
の
果
実
生

産
と
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
加
工
品
を
手
掛

け
る
伊
達
水
蜜
園
の
佐
藤
浩
信
社
長

（
五
一
歳
）は
今
後
の
経
営
方
針
に
つ
い

て
、こ
う
語
っ
た
。

　
ギ
フ
ト
品
は
苦
戦
経
て
成
果

　

伊
達
水
蜜
園
の
商
品
は
、最
高
品
質

を
求
め
る
ニ
ッ
チ
な
市
場
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
だ
。

具
体
的
に
は
生
食
や
加
工
品
は
ギ
フ
ト

向
け
、原
料
用
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
高
級

菓
子
向
け
に
、と
い
う
形
だ
。

　

佐
藤
さ
ん
は
二
二
歳
か
ら
実
家
の
果

樹
園
経
営
に
携
わ
っ
て
い
る
が
、転
機
は
、

一
八
年
前
の
一
九
九
三
年
に
東
京
の
ギ

フ
ト
商
戦
に
初
め
て
挑
戦
し
た
年
に
お

と
ず
れ
た
。

　

と
い
う
の
も
、丹
精
込
め
て
育
て
上

げ
た
モ
モ
に
、こ
れ
ま
で
で
一
番
多
く
の

ク
レ
ー
ム
を
受
け
た
年
、と
し
て
記
憶
し

て
い
る
か
ら
だ
。

　
「
東
京
の
中
元
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
岡
山
産

や
山
梨
産
の
中
晩
生
の
モ
モ
が
主
力
で

し
た
。私
の
出
す
福
島
産
の
モ
モ
は
七
月

中
旬
の
出
荷
で
、中
元
シ
ー
ズ
ン
の
終
わ

り
に
近
か
っ
た
た
め
、な
ぜ
も
っ
と
早
く

出
せ
な
い
の
か
、食
べ
ご
ろ
に
な
る
ま
で

時
間
が
か
か
る
、な
ど
の
ク
レ
ー
ム
を
バ

イ
ヤ
ー
さ
ん
や
消
費
者
か
ら
も
ら
い
ま

し
た
。つ
ら
か
っ
た
で
す
」

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
が
十
分
で
な

か
っ
た
、と
い
う
反
省
点
は
あ
る
が
、結

果
的
に
災
い
転
じ
て
福
と
な
っ
た
。佐
藤

さ
ん
は
、ク
レ
ー
ム
が
あ
れ
ば
こ
そ
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
で
き
る
、と
真
摯
に
他
産
地
に

負
け
な
い
商
品
づ
く
り
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
費
や
し
た
。そ
の
結
果
、ピ
ー
ク
時
に

は
ギ
フ
ト
用
の
モ
モ
の
売
上
げ
が
二
〇

〇
〇
万
円
ま
で
伸
び
た
。年
商
三
五
〇

〇
万
円
の
時
に
、こ
の
売
上
げ
貢
献
度

は
大
き
か
っ
た
。

　

現
在
は
、出
荷
量
を
減
ら
し
て
で
も
、

品
質
を
上
げ
る
と
の
考
え
か
ら
、モ
モ
の

手
入
れ
は
自
分
と
妻
の
二
人
で
集
中
的

に
行
う
と
い
う
こ
だ
わ
り
ぶ
り
だ
。

　
輸
出
は
紅
玉
ジ
ュ
ー
ス
勝
負

　

佐
藤
さ
ん
に
よ
る
と
、国
内
で
の
一
般

的
な
果
実
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
価
格
の
低
迷

が
著
し
く
、農
家
経
営
に
と
っ
て
非
常

に
厳
し
い
。今
後
は
、後
継
者
不
足
で
、

生
産
量
が
激
減
す
る
と
み
て
い
る
。

　

伊
達
水
蜜
園
の
狙
う
ギ
フ
ト
市
場
も

縮
小
傾
向
に
あ
る
。そ
こ
で
、佐
藤
さ
ん

は
、一
〇
年
後
に
国
産
果
実
の
供
給
量
が

自社加工や輸出などの経営戦略を楽しそうに語る佐藤さん

経営紹介

福島県伊達市

　　　　　設立●2003年
　　　　資本金●800万円
代表取締役社長●佐藤 浩信
　　　事業内容●モモ、リンゴなど果実生産、ジュースなど
　　　　　　　　加工品生産

有限会社伊達水蜜園

最高品質の果実が強み
加工品で輸出もトライ
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経営紹介

仮
に
大
き
く
低
下
し
、結
果
と
し
て
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る

よ
う
な
事
態
に
な
る
ま
で
は
、ア
ジ
ア

市
場
攻
略
の
戦
略
を
考
え
て
い
る
。

　
「
輸
出
で
狙
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、日
本

国
内
と
同
様
に
最
高
級
分
野
を
考
え
た

い
で
す
。た
だ
、生
食
で
の
輸
出
は
リ
ス

ク
が
多
く
、賞
味
期
限
が
最
低
で
も
三

～
六
カ
月
程
度
な
け
れ
ば
相
手
に
さ
れ

な
い
。だ
か
ら
、や
る
な
ら
ば
加
工
品
で

勝
負
す
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
佐
藤
さ
ん
は
語
る
。

　

伊
達
水
蜜
園
の
加
工
品
は
委
託
生
産

の
リ
ン
ゴ
の
紅
玉
ジ
ュ
ー
ス
が
中
心
だ

っ
た
が
、昨
年
三
月
か
ら
本
格
的
な
自

社
加
工
に
踏
み
切
り
、紅
玉
ジ
ャ
ム
を

最
初
に
取
り
扱
っ
た
。

　

佐
藤
さ
ん
に
よ
る
と
、独
特
の
酸
味

が
特
徴
の
紅
玉
は
、生
産
量
が
少
な
く
、

希
少
性
が
高
い
。そ
の
紅
玉
を
自
社
生

産
し
て
、超
一
級
品
質
の
原
料
だ
け
で
つ

く
る
加
工
品
に
お
客
が
つ
く
の
は
間
違

い
な
い
と
思
っ
た
、と
い
う
。

　
主
力
の
国
内
向
け
も
布
石

　

す
ぐ
に
結
果
は
出
た
。紅
玉
ジ
ュ
ー
ス

を
中
元
ギ
フ
ト
で
採
用
し
て
い
た
大
手

百
貨
店
の
バ
イ
ヤ
ー
が
、う
れ
し
い
こ
と

に
、新
製
品
の
紅
玉
ジ
ャ
ム
を
歳
暮
用
カ

タ
ロ
グ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
採
用
し
て

く
れ
た
の
だ
。輸
出
を
念
頭
に
開
始
し

た
加
工
品
だ
っ
た
が
、国
内
ギ
フ
ト
用
で
、

先
に
成
果
が
出
た
の
だ
。佐
藤
さ
ん
に

と
っ
て
大
き
な
自
信
に
な
っ
た
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。

　

輸
出
に
関
し
て
は
、佐
藤
さ
ん
は
昨

年
三
月
に
香
港
に
紅
玉
ジ
ュ
ー
ス
を
出

し
た
の
が
最
初
で
、日
本
国
内
で
の
評

価
と
同
様
、実
績
が
上
が
っ
て
い
る
。今

後
は
、国
内
で
は
不
利
な
出
荷
時
期
を

逆
手
に
と
っ
た
作
戦
を
考
え
て
い
る
。

　

モ
モ
や
あ
ん
ぽ
柿（
柿
の
加
工
品
）は

他
産
地
に
比
べ
て
出
荷
が
遅
く
、国
内

で
は
味
や
価
格
面
で
厳
し
い
競
争
と
な

る
か
も
し
れ
な
い
が
、中
国
の
春
節
向

け
商
戦
と
な
れ
ば
、賞
味
期
限
を
含
め
、

す
べ
て
の
条
件
が
有
利
と
な
る
。

　

ま
た
、佐
藤
さ
ん
に
よ
る
と
、輸
出
で

狙
う
販
路
も
選
択
が
必
要
だ
。紅
玉
ジ

ュ
ー
ス
は
、香
港
向
け
で
も
需
要
予
測
の

難
し
い
高
級
ス
ー
パ
ー
で
は
な
く
、業
務

用
で
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
へ
販
売
し

て
い
る
。需
要
が
安
定
し
て
い
て
、欠
品

す
る
懸
念
が
少
な
い
か
ら
だ
。

　

現
時
点
で
、佐
藤
さ
ん
は
輸
出
に
関

し
て
は
香
港
を
主
体
に
、あ
と
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
市
場
へ
の
販
路
も
検
討
し
て
い

る
段
階
だ
。や
は
り
主
力
は
、い
ろ
い
ろ

な
意
味
で
市
場
を
知
り
尽
く
す
日
本
国

内
を
視
野
に
入
れ
、輸
出
は
年
商
の
一
割

程
度
で
い
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
国
内
市
場
で
も
生
食
と
同
時
に

加
工
品
開
発
が
重
要
だ
と
い
う
。

　

加
工
す
る
第
一
の
メ
リ
ッ
ト
は
味
だ
。

生
の
果
実
は
完
熟
し
て
味
の
よ
い
時
期

が
非
常
に
短
い
。一
方
、完
熟
状
態
で
加

工
す
れ
ば
、そ
の
味
を
保
て
る
。農
家
が

現
場
で
加
工
品
を
手
掛
け
る
こ
と
の
強

み
は
、完
熟
加
工
が
で
き
る
こ
と
だ
。

　
研
究
開
発
は
欠
か
さ
ず

　

ま
た
、レ
ス
ト
ラ
ン
や
高
級
菓
子
店

に
原
料
と
し
て
供
給
す
る
場
合
で
も
、

加
工
品
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。高
級
菓
子

店
が
、生
の
果
実
を
受
け
入
れ
た
場
合
、

保
管
に
手
間
が
か
か
る
上
に
味
は
落
ち

て
い
く
。加
工
す
れ
ば
味
は
一
定
で
、フ

ィ
ル
ム
に
入
っ
て
い
れ
ば
、加
工
し
や
す

く
在
庫
管
理
も
容
易
で
あ
る
。

　

し
か
し
、こ
う
し
た
加
工
品
の
研
究

開
発
や
販
売
を
農
家
が
取
り
組
む
に
は

手
本
が
な
く
、み
ず
か
ら
開
拓
す
る
し

か
な
い
た
め
、苦
労
は
尽
き
な
い
。

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
メ
ー
カ
ー
と
開
発
し

た
紅
玉
ジ
ャ
ム
入
り
チ
ョ
コ
は
、農
商
工

連
携
の
優
良
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
、さ
ら
に
自
社
の
加
工
品
が
百
貨
店

の
ギ
フ
ト
や
輸
出
に
ま
で
広
が
っ
た
。成

功
の
ベ
ー
ス
は
、品
質
の
高
い
原
料
果
実

を
つ
く
る
、ゆ
る
ぎ
な
い
技
術
と
こ
だ
わ

り
だ
。

　

利
益
率
の
高
い
直
売
で
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
通
信
販
売
は
考
え
て
い
な
い
。

対
応
で
必
要
と
な
る
時
間
を
栽
培
管
理

に
回
し
た
い
と
の
考
え
か
ら
だ
。

　

特
に
剪せ

ん
定て

い
へ
の
思
い
入
れ
は
強
く
、品

質
に
与
え
る
影
響
は
、モ
モ
で
六
割
、リ

ン
ゴ
で
は
八
割
と
み
て
い
る
。五
年
先
、

一
〇
年
先
の
枝
ぶ
り
や
、枝
の
ど
の
位
置

に
実
を
つ
け
る
か
を
見
極
め
る
。

　

夏
の
日
差
し
が
強
す
ぎ
る
時
は
、果

実
に
直
射
日
光
が
当
た
ら
な
い
、木
漏

れ
日
程
度
の
間
接
光
も
意
識
す
る
。や

や
薄
め
の
色
付
け
だ
が
、果
実
本
来
の

味
と
そ
の
味
が
抜
け
に
く
い
と
い
う
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、こ
う
し
た
栽
培
技
術

を
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
、日
本
で
の
果

実
生
産
に
夢
を
持
て
る
よ
う
な
取
り
組

み
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

（
情
報
戦
略
部　

荻
山　

能
敬
）

佐藤さんは剪定への思い入れが強く枝ぶりなどを見極める
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度
も
真
剣
に
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、約
一
〇
〇
戸
の
農
家
が
必
死
に
経
営
を
続
け
て
い

る
中
で
、一
斉
に
母
豚
を
入
れ
替
え
る
と
い
っ
た
こ
と
は
不
可

能
で
す
。一
方
で
、汚
染
が
地
域
全
体
に
広
が
っ
た
中
で
、一
部

農
家
だ
け
清
浄
化
に
取
り
組
ん
で
も
効
果
は
限
ら
れ
る
と
い

う
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、今
回
の
豚
殺
処
分
に
よ
っ
て
、特
定
疾
病
の
病

原
体
も
な
く
な
っ
た
の
で
す
。今
こ
そ
地
域
全
体
で
清
浄
化
に

取
り
組
む
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、地
域
を
口
蹄
疫
発
生
以
前
の
状
態
に
戻
す
の
で
は

な
く
、地
域
か
ら
疾
病
を
撲
滅
す
る
と
い
う
決
意
を
込
め
会
の

名
称
を「
新
生
」と
し
た
の
で
す
。

　

協
議
会
は
ま
ず
、疾
病
の
な
い
豚
の
導
入
ル
ー
ル
を
定
め
ま

し
た
。母
豚
の
導
入
元
か
ら
Ａ
Ｄ
と
Ｐ
Ｒ
Ｒ
Ｓ
が
陰
性
で
あ
る

こ
と
の
証
明
書
を
も
ら
う
こ
と
、導
入
一
カ
月
前
に
家
畜
防
疫

員
が
洗
浄
・
消
毒
等
に
問
題
が
な
い
か
農
場
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
、導
入
二
週
間
後
に
は
、家
畜
防
疫
員
の
目
視
検
査
、三

～
四
週
間
後
に
は
直
診
検
査（
採
血
に
よ
る
特
定
疾
病
検
査
）

昨
年
四
月
に
発
生
し
た
口
蹄
疫
で
、宮
崎
県
の
西
都
・
児

湯
地
区
一
市
五
町
の
養
豚
農
家
は
一
九
万
頭
も
の
豚

殺
処
分
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
受
け
、い
ま
だ
に
厳
し
い
経
営

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
の
口
蹄
疫
問
題
を
き
っ
か
け
に
昨
年
八
月
、地

域
か
ら
疾
病
を
撲
滅
し
よ
う
と
い
う
誓
い
の
も
と
、若
手
農
家

が
中
心
に
な
っ
て
県
や
獣
医
師
、日
本
養
豚
協
会
な
ど
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
、対
策
づ
く
り
の
協
議
会
を
新
た
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
。あ
る
面
で
、画
期
的
な
こ
と
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

宮
崎
県
は
全
国
で
も
有
数
の
畜
産
県
で
す
が
、大
消
費
地
か

ら
遠
く
、コ
ス
ト
競
争
力
の
面
で
は
厳
し
い
条
件
下
に
あ
り
ま

す
。そ
れ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。地
域
の
養
豚
農
家
は
、以

前
か
ら
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病（
Ａ
Ｄ
）、豚
繁
殖
・
呼
吸
障
害
症
候

群（
Ｐ
Ｒ
Ｒ
Ｓ
）の
二
大
特
定
疾
病
に
悩
ま
さ
れ
、離
乳
後
事
故

率
が
二
割
近
く
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
飼
育
環
境
の
状
況
の
も
と
で
は
経
営
が
成
り
立
つ

は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
た
め
、地
域
か
ら
疾
病
を
な
く
し
、

コ
ス
ト
を
削
減
す
る
し
か
生
き
残
る
道
は
な
い
、と
仲
間
と
何

新
生
養
豚
プ
ロ
ジェク
ト
協
議
会

（
四
一
歳
）

野
津
手 

重
人

●
の
つ
て  

し
げ
と
●

一
九
七
〇
年
宮
崎
県
生
ま
れ
。九
州
産
業
大
学
経

済
学
科
卒
業
後
、イ
ギ
リ
ス
ビ
シ
ョ
ッ
プ
バ
ー
ト

ン
農
科
大
学
ピ
ッ
グ
コ
ー
ス
に
留
学
。九
五
年
に

母
が
経
営
す
る
有
限
会
社
野
津
手
畜
産（
養
豚
）

に
入
社
。直
後
に
繁
殖
専
業
か
ら
一
貫
経
営
に
転

換
。規
模
は
母
豚
二
五
〇
頭
だ
っ
た
が
、昨
年
の

口
蹄
疫
発
生
で
全
頭
殺
処
分
に
。現
在
、自
社
の

経
営
再
開
を
進
め
て
い
る
。昨
年
八
月
、ほ
か
の

若
手
養
豚
経
営
者
と
と
も
に
、地
域
全
体
の
防
疫

対
策
を
徹
底
し
、疾
病
の
な
い
産
地
づ
く
り
を
実

現
す
べ
く﹁
新
生
養
豚
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
﹂

を
立
ち
上
げ
、代
表
に
就
任
。
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を
行
う
こ
と
―
―
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
は
自
主
ル
ー
ル
で
す
の
で
、強
制
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
と
こ
ろ
、協
議
会
へ
の
参
加
は
、農
家
の
約
八
割
に
止

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
徹
底
し
て
話
し
合
い
、結
果
を
文
書
に
ま
と
め
、

地
域
の
全
養
豚
農
家
に
送
っ
て
い
ま
す
。情
報
を
発
信
し
続
け

る
こ
と
で
、参
加
し
て
い
な
い
人
も
い
ず
れ
必
要
性
を
理
解
し

て
、一
緒
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。

お
か
げ
で
防
疫
対
策
に
取
り
組
も
う
と
い
う
流
れ
は
で
き
て

き
ま
し
た
。し
か
し
ま
だ
ま
だ
課
題
は
山
積
み
で
す
。

　

宮
崎
県
は
、畜
産
県
で
あ
り
な
が
ら
、他
県
に
比
べ
て
家
畜

数
当
た
り
の
家
畜
防
疫
員
数
が
極
め
て
少
な
い
の
で
す
。一
般

の
獣
医
師
と
も
連
携
し
た
防
疫
体
制
の
整
備
が
急
務
と
考
え

ま
す
。ま
た
、消
毒
ポ
イ
ン
ト
設
置
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
に
入
る
入
口
部
分
に
自
動
で
消
毒
で
き
る
設
備
の
常

設
を
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。費
用
は
、行
政
と
畜
産
農
家
で

共
同
負
担
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。そ
れ
で
疾
病
が
抑
え
ら
れ
れ

ば
農
家
も
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
ま
す
。こ
れ
ら
を
含
め
総
合

的
な
防
疫
対
策
の
枠
組
み
を
行
政
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
養
豚
農
家
は
、昨
年
一
一
月
か
ら
徐
々
に
経
営
再
開

し
て
い
ま
す
が
、韓
国
の
口
蹄
疫
発
生
の
影
響
も
あ
り
、対
応

が
ま
だ
遅
れ
ぎ
み
で
す
。五
月
ま
で
に
は
七
、八
割
の
農
家
が

事
業
再
開
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
畜
産
農
家
の
中
に
は
後
継
者
が
い
な
い
、借
入
が
な

く
年
金
で
生
活
は
で
き
る
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
と
な
れ
ば
経
営
が
立

ち
行
か
な
い
と
し
て
、廃
業
や
野
菜
な
ど
に
業
種
転
換
し
た
人

も
い
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、何
と
し
て
も
、こ
の
地
域
の
一
大
産
業
で
あ

る
畜
産
業
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
の
で
す
。そ
の
た

め
に
も
、疾
病
対
策
を
し
っ
か
り
や
り
コ
ス
ト
を
下
げ
、疾
病

の
な
い
地
域
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
。耕
種
農
家
と

も
連
携
し
、循
環
型
農
業
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

さ
ら
に
は
生
産
者
が
中
心
と
な
っ
た
販
売
網
の
構
築
な
ど

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
け
ば
、地
域
全
体
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
も
対
抗

で
き
る
経
営
基
盤
が
つ
く
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
の
広
域
か
つ
畜
産
密
集
地
域
で
、生
産
者
が
中
心

と
な
っ
て
特
定
疾
病
の
な
い
状
態
を
つ
く
り
出
す
取
り
組
み

は
、国
内
で
は
い
ま
だ
例
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

成
功
さ
せ
る
こ
と
で
、口
蹄
疫
の
際
に
支
援
し
て
い
た
だ
い

た
方
々
に
目
に
見
え
る
形
で
恩
返
し
を
し
た
い
。そ
し
て
殺
処

分
し
て
し
ま
っ
た
豚
に
対
し
て
も
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た

い
と
い
う
想
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

  

口
蹄
疫
発
生
で
多
く
を
失った
今
こ
そ
、

知
恵
集
め
疾
病
の
な
い
産
地
づ
く
り
を
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さ
ん
と
は
必
ず
こ
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
行
わ
れ
る
が
、

だ
か
ら
こ
そ
、親
子
で
の
体
験
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　

参
加
す
る
親
子
は
餅
つ
き
だ
け
に
集
ま
っ
た
の
で
は

な
い
。春
に
さ
か
の
ぼ
り
、年
を
越
し
て
保
存
し
て
あ
っ

た
も
ち
米
の
籾も

み
を
ま
き
、田
植
え
、草
取
り
、稲
刈
り
、脱

穀
、臼
挽
き
ま
で
の
米
づ
く
り
を
体
験
す
る
田
ん
ぼ
の
学

校
の
最
終
講
義
で
も
あ
る
。も
ち
ろ
ん
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
で
あ
る
。

　
「
ふ
る
さ
と
牧
場
」は
、大
平
山
に
上
る
県
道（
現
在
は

林
道
）沿
い
に
位
置
し
て
お
り
、牧
場
と
い
う
看
板
を
掲

げ
て
あ
る
が
、入
口
に
は
一
〇
㍍
を
超
す
石
垣
が
せ
り
上

が
り
、そ
の
上
に
は
石
垣
棚
田
が
連
な
り
、ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
の
植
林
地
が
続
い
て
い
る
、い
わ
ゆ
る
里
山
で
あ
る
。

よ
く
見
る
と
、い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
木
々
が
混
在
し
て
お

り
、代
表
的
な
植
物
は
、コ
ブ
シ
、ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、ツ
バ
キ

な
ど
で
あ
る
。

　

牧
場
の
概
要
は
、山
林
面
積
約
三
〇
㌶
、こ
の
う
ち
植

林
地
面
積
は
約
一
〇
㌶
。棚
田
一
反
三
畝
。黒
毛
和
種
繁

殖
雌
牛
九
頭
と
子
牛
六
頭
。牧
場
の
代
表
は
山
本
喜
行

氏
。奥
さ
ま
と
二
人
で
林
業
、水
稲
、和
牛
繁
殖
の
複
合

経
営
を
し
て
い
る
。労
働
力
は
二
人
、で
は
な
く
、和
牛

が
加
わ
る
。

　

肉
用
牛
繁
殖
経
営
は
、肉
用
に
肥
育
さ
れ
る
た
め
の
素

牛（
子
牛
）を
分
娩
さ
せ
、九
カ
月
程
度
育
成
し
、市
場
に

出
荷
す
る
こ
と
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。

　

生
ま
れ
て
き
た
子
牛
が
商
品
で
あ
り
、手
を
か
け
て
育

成
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
が
、受
胎
し
子
牛
が
生
ま
れ

る
ま
で
の
母
牛
は
二
八
〇
日
の
間
、毎
日
エ
サ
を
食
べ
て

ふ
ん
尿
を
出
す
だ
け
と
な
る
。

　

こ
こ
で
は
、そ
れ
は
許
さ
れ
な
い
。受
胎
が
確
認
さ
れ

た
母
牛
は
山
へ
放
牧
さ
れ
、昼
間
は
林
地
の
雑
草
を
刈
り

取
る
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
人
が
集
え
る
場「
ふ
る
さ
と
牧
場
」

　

朝
と
夕
方
に
は
牛
舎（
入
口
は
常
に
開
放
）で
エ
サ（
フ

ス
マ
や
稲
ワ
ラ
、乾
草
な
ど
）を
与
え
、毎
日
の
健
康
チ
ェ

ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。牛
た
ち
は
稲
刈
り
後
の
棚
田
の
草

刈
り
や
地
域
の
耕
作
放
棄
地
へ
も
出
か
け
て
行
っ
て
草

牧
場
が
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー

     

農
山
村
の「
結
い
」の
切
り
札
に

山
口
県
防
府
市

こ
ぶ
し
の
里
牧
場
交
遊
会
事
務
局

連
載　
地
域
再
生
へ
の
助
走

　
里
山
に
響
く
子
ど
も
た
ち
の
声

　
「
ミ
カ
ン
餅
が
で
き
ま
し
た
よ
ー
。子
ど
も
た
ち
と
丸

め
て
く
だ
さ
い
ね
ー
」

　
「
き
れ
い
な
色
で
す
ね
。で
、ど
う
や
る
ん
で
す
か
？
」

　

山
口
県
防
府
市
久
兼
地
区
は
、市
の
観
光
地
・
大
平
山

の
北
側
に
位
置
し
、市
を
流
れ
る
一
級
河
川
佐
波
川
の
支

流
で
あ
る
久
兼
川
に
沿
っ
て
、棚
田
と
里
山
が
続
く
典
型

的
な
日
本
の
山
村
の
風
景
が
残
っ
て
い
る
。

　

こ
の
久
兼
地
区
の
一
番
奥
に「
ふ
る
さ
と
牧
場
」が
あ

り
、毎
年
一
二
月
下
旬
に
は
、恒
例
の
餅
つ
き
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

今
年
も
秋
に
収
穫
し
た
も
ち
米
を
使
い
、最
初
に
つ
き

あ
が
っ
た
餅
を
臼
か
ら
取
り
出
し
た
時
の
会
話
が
冒
頭
の

や
り
と
り
で
あ
る
。餅
つ
き
の
参
加
者
は
、市
街
地
か
ら
集

ま
っ
て
き
た
小
学
生
や
幼
児
を
連
れ
た
親
子
で
あ
る
。

　

お
母
さ
ん
た
ち
の
年
齢
は
二
十
代
か
ら
三
十
代
。臼
と

杵
で
餅
を
つ
く
経
験
が
あ
る
は
ず
も
な
く
、餅
を
丸
め
た

こ
と
も
な
い
の
が
あ
た
り
ま
え
。初
め
て
参
加
し
た
お
母

ま
ち

づ
く

り
　むらづくり　まちづくり　

む
ら

づ
く

りドットコム
.com

ま
ちづくり　むらづくり

清
水 

誠
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まちづくり むらづくり

刈
り
を
行
っ
て
い
る
。

　

林
業
と
牛
の
放
牧
、棚
田
と
牛
の
放
牧
を
絶
妙
に
組
み

合
わ
せ
た
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
を
実
践
し
、そ
の
結

果
、人
の
労
力
を
最
小
限
に
抑
え
つ
つ
、一
年
を
通
じ
て

人
が
山
に
入
れ
る
空
間
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、春
に
は
コ
ブ
シ
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
花
を
咲
か

せ
、夏
の
緑
、秋
に
は
紅
葉
や
ク
リ
・
カ
キ
の
恵
み
と
、四

季
折
々
に
変
化
を
見
せ
る
里
山
の
風
景
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

代
表
の
山
本
氏
は
一
九
四
五
年
に
こ
こ
で
生
ま
れ
、大

学
を
卒
業
後
は
公
務
員
や
飲
食
業
を
経
験
し
た
が
、こ
こ

の
自
然
や
農
業
に
対
す
る
想
い
は
年
を
経
る
に
つ
れ
て
膨

ら
ん
で
い
き
、四
〇
歳
で
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

　

幸
い
、山
林
を
分
散
す
る
こ
と
な
く
所
有
し
て
い
た
の

で
、山
林
の
復
興
、つ
ま
り
植
林
か
ら
は
じ
め
、牛
の
放
牧

の
実
践
、ワ
ラ
が
必
要
な
こ
と
か
ら
稲
作
も
復
活
さ
せ
、

耕
畜
林
複
合
経
営
の
実
践
に
至
っ
て
い
る
。

　

山
本
代
表
は
、春
に
な
る
と
山
全
体
が
真
っ
白
に
な
る

ほ
ど
の
コ
ブ
シ
が
咲
き
始
め
た
こ
と
か
ら
、知
り
合
い
を

招
い
て
の
花
見
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、人
が
人
を
呼
び
、畜
産
農
家
や
地
元
の
農
家

の
ほ
か
、大
学
関
係
者
、公
務
員
、団
体
職
員
、農
業
高
校

の
先
生
、会
社
員
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
方
々
が
集
ま

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

当
時
、山
口
大
学
農
学
部
の
小
澤
教
授（
現
在
退
職
）

は
、こ
こ
で
、林
間
放
牧
の
研
究
を
行
っ
て
い
た
。一
方
、

山
本
代
表
の
実
践
す
る
林
間
放
牧
を
支
援
し
て
い
た
山

口
県
農
林
事
務
所
畜
産
部
の
平
田
主
査（
現
動
物
病
院

経
営
）が
発
起
人
と
な
り
、ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
に

よ
る
里
山
の
活
用
を
目
的
に
支
援
す
る
会
を
立
ち
上
げ

た
。二
〇
〇
〇
年
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　
牛
の
開
放
が
人
を
開
放
す
る

　

発
足
の
会
は
山
本
代
表
の
自
宅
で
行
わ
れ
、私
も
山
本

氏
の
取
り
組
み
を
Ｈ
Ｐ
で
も
紹
介
し
て
い
た
こ
と
か
ら

声
が
か
か
り
、夜
遅
く
ま
で
語
り
合
っ
た
。「
牛
を
開
放
す

る
こ
と
が
、人
を
開
放
す
る
」が
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
（
約

一
〇
名
）の
共
通
認
識
で
あ
っ
た
。

　

コ
ブ
シ
の
花
見
が
き
っ
か
け
で
発
足
し
た
会
な
の
で
、

「
こ
ぶ
し
の
里
牧
場
交
遊
会
」以
降
、「
こ
ぶ
し
の
会
」と
な

っ
た
。目
標
と
し
て
は 

①
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
を
広

め
る
手
助
け
を
す
る 

②
コ
ブ
シ
の
季
節
な
ど
に
多
く
の

人
と
交
流
を
す
る 

③
学
問
研
究
の
場
と
し
て
、活
用
す

る 

④
林
業
、放
牧
、米
づ
く
り
な
ど
を
体
験
す
る
と
い
う

四
つ
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　

こ
こ
で
、課
題
と
な
っ
た
の
が
、交
流
す
る
場
で
あ
る
。

山
本
家
に
無
理
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、こ
ぶ
し
の
会
で
交

流
の
場
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

幸
い
、間
伐
す
る
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
が
豊
富
に
あ
り
、必

要
な
だ
け
提
供
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
か
ら
、木
造
の
小

屋
と
し
、屋
根
は
茅か

や

葺ぶ
き
、囲い

炉ろ

裏り

も
必
要
と
夢
は
膨
ら
む

ば
か
り
で
あ
っ
た
。補
助
事
業
も
可
能
で
あ
っ
た
が
、そ

れ
は
活
動
の
主
旨
と
は
違
う
の
で
、自
分
た
ち
で
手
掛
け

る
こ
と
と
決
め
た
。

　

間
伐
材
を
使
う
と
言
っ
て
も
、基
本
の
柱
は
樹
齢
三
〇

年
以
上
の
大
木
と
な
り
、山
本
代
表
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に

よ
る
伐
採
技
術
に
驚
き
、皮
む
き
、山
か
ら
の
搬
出
ま
で

大
変
な
作
業
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

素
人
同
然
の
会
員
で
あ
っ
た
が
、緊
張
し
な
が
ら
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
を
操
り
、大
き
な
ス
ギ
を
伐
採
し
た
感
動
は
忘

れ
ら
れ
な
い
。女
性
や
子
ど
も
た
ち
な
ど
大
勢
で
の
汗
だ

profile
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れや小学校での牛や畜産農家
の出前授業などを実践。
　週末は「こぶしの里牧場交遊
会」事務局に勤務。

所在地：
〒747-0120　山口県防府市
久兼４１０　「ふるさと牧場」内
HPリンク：http://www.d2.dion.
ne.jp/~mshim/

　2000年8月１９日発足。ふるさ
と牧場での活動を主体とし、会長
は山口大学農学部高橋肇教授。
　田んぼの学校佐波川による米
づくり体験受入れのほか四季
折々にイベントを実施。久兼上地
区の棚田保全活動を継続し、
2008年度山口県棚田二十選に
選ばれる。2010年度畜産大賞
地域畜産振興部門特別賞受賞。

連絡先：
TEL 0835-36-0337
FAX 0835-36-0180
E-mail　mshim@d2.dion.
ne.jp

餅つきへの参加者全員と（平成22年12月）
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まちづくり むらづくり

の
沼
田
氏（
公
務
員
）か
ら
冒
頭
で
紹
介
し
た
田
ん
ぼ
の
学

校
開
校
の
提
案
が
あ
り
、小
学
生
親
子
を
対
象
と
し
た
棚

田
で
の
も
ち
米
づ
く
り
体
験
を
募
集
し
、初
年
度
一
組
か

ら
、二
〇
一
〇
年
度
は
一
〇
組
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。

　
「
こ
ぶ
し
の
会
」事
務
局
に
い
る
私
は
、畜
産
体
験
交
流

事
業
を
活
用
し
て
、一
般
公
募
に
よ
り
小
学
生
親
子
を
対

象
と
し
た
一
日
だ
け
の
牧
場
ふ
れ
あ
い
体
験
交
流
を
〇

七
年
か
ら
毎
年
数
回
実
施
し
て
い
る
。

　

畜
産
の
事
業
な
の
で
、牛
に
触
れ
、和
牛
の
登
録
や
鼻

紋
採
取
体
験
を
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
い
る
。野
外
調
理
や
竹

を
使
っ
て
の
器
や
箸
づ
く
り
な
ど
も
試
み
、こ
こ
で
の
体

験
の
多
様
性
を
確
認
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、ふ
る
さ
と
牧
場
を
知
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
と
な
る
。牧
場
に
来
れ
ば
、か
つ
て
農
山
村
で

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
体
験
で
き
る
の
で
、リ
ピ
ー
タ
ー

親
子
や
支
援
者
も
増
え
て
い
っ
た
。

　
お
母
さ
ん
た
ち
が
リ
ピ
ー
タ
ー

　

親
子
が
活
動
に
や
っ
て
く
る
様
子
を
紹
介
す
る
と
、牧

場
到
着
後
の
子
ど
も
た
ち
は
飛
び
出
し
て
、湧
水
か
ら
流

れ
る
小
さ
な
ビ
オ
ト
ー
プ
で
泥
だ
ら
け
に
な
り
、イ
モ
リ

や
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
捕
ま
え
始
め
る
。一
応
、そ
の
日

の
活
動
メ
ニ
ュ
ー
を
開
始
す
る
が
、あ
ま
り
時
間
を
気
に

せ
ず
に
、参
加
者
の
反
応
を
見
な
が
ら
、進
め
て
い
く
。

　

ち
ゃ
ん
と
も
ち
米
が
実
り
、シ
イ
タ
ケ
の
菌
打
ち
も
で

き
て
い
る
。遊
び
な
が
ら
、自
然
と
農
作
業
体
験
が
で
き

る「
ふ
る
さ
と
牧
場
」流
の
や
り
方
に
共
感
す
る
お
母
さ

ん
た
ち
が
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
が
い
き
い
き
と
遊
べ
る
空
間
に
価
値
を

見
出
す
お
母
さ
ん
の
中
か
ら
は
、絵
本（
ぐ
り
と
ぐ
ら
）

に
出
て
く
る
野
外
で
の
ケ
ー
キ
づ
く
り
へ
の
挑
戦
か
ら
、

山
の
植
物
を
使
っ
て
の
草
木
染
め
な
ど
を
提
案
し
、参
加

者
を
集
め
て
の
教
室
を
開
く
な
ど
、参
加
者
の
発
案
に
よ

る
活
動
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　

事
務
局
が
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
つ
く
っ
て
、参
加
者
を
募

る
体
験
交
流
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
の
、参
加
者
の
自

由
な
発
想
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、さ
ら
に
幅
の
広
い
体

験
活
動
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
参
加
し
会
員
と
な
っ
た
就

農
希
望
者
や
陶
芸
家
の
若
者
、そ
し
て
私
は
、自
分
が
管

理
す
る
棚
田
を
決
め
、田
植
え
、草
取
り
、稲
刈
り
な
ど

を
管
理
す
る
こ
と
か
ら
修
行
を
始
め
て
い
る
。

　
参
加
者
と
将
来
語
り
合
う
の
も
夢

　

こ
の
よ
う
に
、体
験
交
流
活
動
は
、農
畜
林
産
物
を
生

産
す
る
体
験
か
ら
始
ま
る
が
、必
ず
野
外
調
理
が
加
わ

り
、食
べ
る
こ
と
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
あ
れ
こ
れ

思
案
中
で
あ
る
。調
理
の
得
意
な
お
母
さ
ん
か
ら
は
、石

窯
の
要
望
が
出
て
お
り
、こ
れ
も
近
い
将
来
実
現
さ
せ
な

く
て
は
い
け
な
い
。

　

そ
う
な
る
と
、米
と
野
菜
だ
け
で
は
な
く
、小
麦
、ソ
バ
、

大
豆
な
ど
も
必
要
と
な
り
、乳
牛
を
一
頭
、和
牛
と
放
牧

さ
せ
て
牛
乳
を
生
産
し
よ
う
か
と
、参
加
者
と
一
緒
に
将

来
を
語
る
の
も
大
き
な
楽
し
み
で
あ
る
。

　
「
荒
廃
す
る
農
山
村
の
復
活
！
」と
書
く
と
大
げ
さ
か

も
し
れ
な
い
が
、昔
か
ら
農
山
村
で
続
け
ら
れ
て
い
た
人

と
人
の
助
け
合
い
、「
結ゆ

い
」と
呼
ば
れ
る
関
係
が
基
本
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、そ
こ
に
住
ん
で
い
な
く
て
も
、

足
を
運
ん
で
く
れ
る
人
と
の
つ
な
が
り
が
、こ
れ
か
ら
の

「
結
い
」で
は
な
か
ろ
う
か
、と
思
う
。

　

こ
こ
で
、ど
の
よ
う
な「
結
い
」が
生
ま
れ
る
の
か
、人

が
集
う
限
り
、無
限
の
可
能
性
が
生
ま
れ
て
く
る
。　

ら
け
の
皮
む
き
作
業
も
い
い
経
験
と
な
っ
た
。

　

作
業
ば
か
り
で
は
続
か
な
い
の
で
、山
を
流
れ
る
清
流

で
の
ソ
ー
メ
ン
流
し
や
地
元
猟
師
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い

た
イ
ノ
シ
シ
の
肉
を
使
っ
た
イ
ノ
シ
シ
鍋
な
ど
を
楽
し

み
な
が
ら
、ゆ
っ
く
り
と
作
業
を
進
め
て
い
っ
た
。

　

大
抵
の
こ
と
が
で
き
る
山
本
代
表
も
、柱
を
組
む
大
工

仕
事
や
茅
葺
仕
事
は
難
し
く
、地
元
の
大
工
さ
ん
の
協
力

を
得
て
一
緒
に
作
業
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、隣
町
に
八
〇
歳
の
茅
葺
職
人
が
い
る
こ
と
を

知
り
、交
渉
の
結
果
、一
五
日
ほ
ど
指
導
に
来
て
い
た
だ

い
た
。寡
黙
な
職
人
夫
婦
で
あ
っ
た
が
、数
年
か
け
て
刈

り
集
め
た
茅
の
選
別
か
ら
始
ま
り
、竹
を
並
べ
て
、荒
縄

で
縛
り
な
が
ら
ふ
き
あ
げ
て
い
く
作
業
を
体
得
で
き
る

貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。

　

結
局
、土
壁
、床
、囲
炉
裏
ま
で
完
成
し
た
の
は
二
〇

〇
九
年
の
末
で
あ
っ
た
。山
本
代
表
を
中
心
に
数
名
で
の

作
業
を
週
末
少
し
ず
つ
進
め
、研
修
に
来
た
学
生
さ
ん
や

農
業
高
校
生
も
貴
重
な
支
援
者
と
な
っ
た
。

　

発
足
か
ら
数
年
間
の「
こ
ぶ
し
の
会
」の
活
動
は
、交
流

ハ
ウ
ス
造
り
が
主
流
で
あ
り
、春
の
花
見
と
夏
の
総
会
で

の
食
事
兼
飲
み
の
会
程
度
で
あ
っ
た
が
、〇
六
年
に
会
員

親子ふれあい体験でエサやりした子牛の
母牛（林間放牧中）を探す
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二
〇
一
〇
年
度「
新
書
大
賞
」の
本
で
あ
る
。一
五
〇

〇
点
余
の
新
書
の
中
か
ら
本
好
き
の
投
票
に
よ
っ
て
選

ば
れ
た
。い
つ
も
の
癖
で
表
題
の「
辺
境
」に
惹
か
れ
た
。

数
軒
目
の
書
店
で
や
っ
と
購
入
し
た
。す
で
に
一
七
刷

に
な
っ
て
い
た
。　

　
「
辺
境
」の
印
象
は「
山
深
き
僻
地
」と
い
う
ふ
う
に
勝

手
に
思
い
込
み
、限
界
集
落
や
山
間
部
の
ム
ラ
が
テ
ー

マ
の
本
を
想
像
し
た
。こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
、携
わ

っ
て
き
た
農
業
、農
村
の
仕
事
が
そ
ん
な
思
い
を
抱
か

せ
た
よ
う
だ
。と
こ
ろ
が
直
観
は
見
事
に
外
れ
た
。し
か

し
思
惑
外
れ
を
う
れ
し
く
感
じ
る
ほ
ど
、読
ん
で
愉
快

な
本
で
あ
る
。

　

こ
の
本
は
日
本
人
と
、日
本
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
人
の
特
質
が
述
べ
ら
れ
、そ
の
根
底
に
は
日
本
と

い
う
国
の「
辺
境
」が
あ
る
と
い
う
。

　

日
本
人
は
外
部
の
ど
こ
か
に
世
界
の
中
心
た
る「
絶

青
木  

宏
高

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
良
い
食
材
を
伝
え
る
会
」理
事
）

対
的
価
値
体
」を
置
き
、そ
れ
に
ど
う
す
れ
ば
近
づ
け
る

の
か
、ど
う
す
れ
ば
遠
の
く
の
か
、専
ら
そ
の
距
離
の
意

識
に
基
づ
い
て
思
考
と
行
動
を
決
定
し
て
い
る
と
い
う

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
内
田
さ
ん
は「
辺
境
人
」と
称
し
て
い
る
。だ

が
、内
田
さ
ん
に
よ
る
と
、辺
境
人
で
あ
る
日
本
人
の
特

徴
と
し
て「
何
が
正
し
い
の
か
」を
論
理
的
に
判
断
す
る

こ
と
よ
り
も
、「
誰
と
親
し
く
す
れ
ば
い
い
の
か
」を
見

き
わ
め
る
こ
と
に
知
的
資
源
が
供
給
さ
れ
、自
分
自
身

が
正
し
い
判
断
を
下
す
こ
と
よ
り
も
、「
正
し
い
判
断
を

下
す
は
ず
の
人
」を
探
り
当
て
、そ
の「
身
近
」に
あ
る

こ
と
の
方
を
優
先
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

辺
境
人
を
読
み
解
く
形
象
と
し
て
、「
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ

す
る
」と
い
う
ふ
る
ま
い
を
あ
げ
て
い
る
。私
た
ち
日
本

人
は
、絶
え
ず
外
を
向
い
て
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
し
て
新
し

い
も
の
を
外
な
る
世
界
に
求
め
る
。そ
の
態
度
こ
そ
、日

本
人
の
振
る
舞
い
の
基
本
パ
タ
ー
ン
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
国
家
レ
ベ
ル
で
も
、個
人
に
つ
い
て
も
変
わ
ら

な
い
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。ま
わ
り
に
そ
ん
な
人
間
が

少
な
く
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、思
わ
ず
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
し

て
し
ま
う
。

　

い
ま
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を「
平
成
の
開
国
」な
ど
と
は
や
し
て
い

る
が
、一
面
的
な
部
分
を
見
て
い
る
よ
う
で
危
惧
を
覚

え
る
。

　

か
つ
て
農
業
分
野
の
貿
易
交
渉
に
お
い
て
、と
り
わ

け
米
を
め
ぐ
る
稲
作
文
化
に
つ
い
て
、こ
の
国
は
自
信

を
も
っ
て
語
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
と
、ふ
と
思
う
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
に
関
し
て
は「
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
」し
て

ほ
し
く
な
い
も
の
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
日
本
辺
境
論
』

日
本
人
と
は
何
も
の
か
？

内
田  
樹
著

書
評

TPP反対の大義 農山漁村文化協会/編 農山漁村文化協会 840円

日本林業はよみがえる 梶山 恵司/著 日本経済新聞出版社 1,890円

日本の農林水産業 八田 達夫/著 日本経済新聞出版社 2,520円

ＴＰＰを考える 石原 信隆/著 家の光協会 420円

農業と農政の視野 生源寺 眞一/著 農林統計出版 1,680円

現代日本農業の政策過程 本間 正義/著 慶應義塾大学出版会 3,990円

ランドラッシュ ＮＨＫ食料危機取材班 新潮社 1,575円

農業がわかると、社会のしくみが見えてくる 生源寺 眞一/著 家の光協会 1,260円

「食料自給率」の罠 川島 博之/著 朝日新聞出版 1,575円

それでも食料自給率１００パーセントは可能だ 永田 照喜治/著 小学館 756円

タイトル 著 者 出版社 定 価
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

（新潮社・777円 税込）

読まれてます 三省堂書店農水省売店（平成23年2月20日～平成23年3月19日・価格は税込）
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日
本
公
庫
松
山
支
店
は
一
月
二
七
日
、

農
林
水
産
事
業
、中
小
企
業
事
業
お
よ

び
国
民
生
活
事
業
が
合
同
で
、「
個
別
商

談
会
」と「
ご
融
資
先・連
携
先
交
流
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の「
個
別
商
談
会
」で
は
、五

二
社（
農
林
水
産
事
業
二
七
社
、中
小
企

業
事
業
二
一
社
、国
民
生
活
事
業
四
社
）

が
参
加
し
て
延
べ
一
一
五
組
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、八
〇
組
が
商
談
成
立
ま

た
は
具
体
的
に
商
談
を
進
め
る
こ
と
で

合
意
す
る
な
ど
、大
き
な
成
果
が
あ
り

ま
し
た
。

　

当
初
の
予
想
を
大
き
く
上
回
る
お
客

さ
ま
の
参
加
と
マ
ッ
チ
ン
グ
希
望
が
寄

せ
ら
れ
た
た
め
、一
組
当
た
り
の
商
談

時
間
が
五
分
間
し
か
設
定
で
き
ず
、参

加
者
か
ら
は
、「
次
回
は
も
っ
と
時
間
を

と
っ
て
ほ
し
い
」と
の
ご
要
望
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
の「
交
流
会
」に
は
七
七
社
が

参
加
し
、愛
媛
県
の
義
農
味
噌
株
式
会

社
代
表
取
締
役
田
中
正
志
氏
に
、「
地
産

池
消
の
商
品
開
発
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
創
出
」と
題
し
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

田
中
氏
か
ら
は
、地
産
地
消
の
さ
ま

　

日
本
公
庫
甲
府
支
店
農
林
水
産
事
業

の
ご
融
資
先
な
ど
で
組
織
す
る
友
の
会

の
交
流
会
を
、二
月
二
四
日
、県
内
の
農

業
者
や
食
品
企
業
経
営
者
な
ど
五
〇
名

を
集
め
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、農
研
機
構
果
樹
研
究
所
の

杉
浦
俊
彦
農
学
博
士
か
ら
、「
温
暖
化
の

進
展
と
産
地
の
移
動
」と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、友
の
会
総
会
で
、規
約
改
正
に

よ
り
食
品
企
業
経
営
者
も
会
員
に
含
め
、

食
品
企
業
経
営
者
を
含
む
役
員
改
選
と

な
り
ま
し
た
。総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、

講
師
を
交
え
た
情
報
交
換
が
な
さ
れ
ま

し
た
。　　
　
　
　
　
　

  （
甲
府
支
店
）

　

日
本
公
庫
秋
田
支
店
農
林
水
産
事
業

は
、二
月
二
五
日
に
、秋
田
市
内
で
農
業

に
携
わ
る
若
手
後
継
者
の
会「
農
Ｆ
ｕ

ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
！
！
」を
開
催
し
ま
し
た
。同

会
は
八
月
二
三
日
の
発
足
に
続
く
二
回

目
と
な
り
、今
回
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
販
売
方
法
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

今
年
八
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
国

産
農
産
物
の
商
談
会「
ア
グ
リ
フ
ー
ド

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
東
京
２
０
１
１
」へ
の
出
展
意

向
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、一

三
名
か
ら「
出
展
を
検
討
し
た
い
」と
の

回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。（

秋
田
支
店
）

ざ
ま
な
商
品
開
発
の
取
り
組
み
を
ご
紹

介
い
た
だ
く
と
も
に
、二
代
目
と
し
て

の
足
跡
や
会
社
倒
産
の
危
機
克
服
な
ど

に
つ
い
て
も
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、日
本
公
庫
総
合
研
究
所
主
任

研
究
員
丹
下
英
明
か
ら「
農
商
工
連
携

を
成
功
に
導
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
」と

題
す
る
講
演
も
あ
り
、色
々
な
成
功
事

例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、「
個
別
商
談
会
」に
つ
い
て
は
、

当
日
夕
方
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
山
放
送
局
の
情

報
番
組「
い
よ
か
ん
ワ
イ
ド
」で
取
り
上

げ
ら
れ
、商
談
の
模
様
や
参
加
者
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
が
愛
媛
県
内
に
放
映
さ
れ

ま
し
た
。

（
松
山
支
店
）

松
山
で
商
談
会
と
交
流
会
開
催

山
梨
で
食
の
経
営
者
フ
ォ
ー
ラ

ム
開
催

秋
田
で
農
業
後
継
者
の
会
を

開
催

マッチングは予想以上の大盛況

農業生産にも影響する温暖化がテーマに

前回の13名を上回る23名が参加
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インフォメーション

六次産業化法の事業計画の申請受付を開始しました！

　農林漁業者による加工・販売への進出等の「６次産業化」や、地域の農林水産
物の利用を促進する「地産地消等」を総合的に推進する「地域資源を活用した農
林漁業者等による新事業の創出等及び地域の農林水産物の利用促進に関する
法律」（六次産業化法）が３月１日に施行されました。この法律の概要や支援内
容等については、以下リンク先を御参照ください。

　また、同法に基づく「総合化事業計画（注１）」及び「研究開発・成果利用事業
計画（注２）」の認定に係る申請受付を各地方農政局、北海道農政事務所、沖縄
総合事務局の総合相談窓口において開始しましたので、これらの認定を希望さ
れる方は、各地方農政局等の総合相談窓口に御相談ください。

http://www.maff.go.jp/j/soushoku/sanki/6jika.html

注１：総合化事業計画
「総合化事業」とは、農林漁業経営の
改善を図るため、農林漁業者等が農林
水産物及び副産物（バイオマス等）の
生産及びその加工又は販売を一体的
に行う事業活動に関する計画をいう。

＜参考：計画の認定要件＞
計画は５年以内とし、認定要件につい
ては、以下のとおり。
①農林水産物等及び新商品の売上高

が５年間に５％以上増加。
②農林漁業及び関連事業の所得が向

上し、かつ、実施期間終了時点にお
いて売上高が経営費を上回ってい
ること。

注２：研究開発・成果利用事業計画
民間事業者等が、注１の事業活動に資
する研究開発及びその成果の利用を
行う事業活動に関する計画をいう。

　

日
本
公
庫
農
林
水
産
事
業
は
三
月
一

日
に
、桑
名
信
用
金
庫（
三
重
県
）と
証

券
化
支
援
業
務
を
開
始
す
る
た
め
の
基

本
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

証
券
化
支
援
業
務
と
は
、民
間
金
融

機
関
の
農
業
分
野
へ
の
参
入
促
進
の
た

め
の
新
た
な
信
用
補
完
ス
キ
ー
ム
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
基
本
契
約
を
締
結
し
た
金

融
機
関
は
、今
回
を
含
め
五
六
先
と
な

り
ま
し
た
。

（
証
券
化
支
援
室
）

　

日
本
公
庫
は
、二
月
一
五
、一
六
日
の

二
日
間
、ア
ジ
ア
太
平
洋
ト
レ
ー
ド
セ
ン

タ
ー
（
大
阪
市
住
之
江
区
南
港
北
）で

国
産
農
産
物
の
展
示
商
談
会
第
四
回

「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
大
阪
２
０
１

１
」を
開
催
し
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し

ま
す
。 

●
出
展
者
数　

三
七
五
先

●
来
場
者
数　
一
万
一
四
八
九
名

●
商
談
件
数　

二
万
一
二
五
七
件

●
商
談
引
合
件
数　

四
〇
一
七
件

●
マ
ス
コ
ミ 

四
八
社（
う
ち
Ｔ
Ｖ
四
社
）

＊
商
談
件
数
と
商
談
引
合
件
数
は
、出

展
者
か
ら
当
日
提
出
い
た
だ
い
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
基
づ
く
も
の 

＊
商
談
引
合
件
数
：
商
談
件
数
の
う
ち
、

商
談
会
終
了
後
も
継
続
し
て
商
談
を

行
う
予
定
の
件
数 

＊
二
日
間
の
合
計　
　

 （
総
合
支
援
部
）

　

日
本
公
庫
農
林
水
産
事
業
は
二
月
二

五
日
に
一
関
信
用
金
庫（
岩
手
県
）と
、

三
月
一
日
に
は
奄
美
大
島
信
用
金
庫（
鹿

児
島
県
）お
よ
び
青
森
県
信
用
漁
業
協

同
組
合
連
合
会（
青
森
県
）と「
業
務
に

関
す
る
覚
書
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
お
よ
び
関
連
産
業
分
野

に
お
い
て
、こ
れ
ま
で
覚
書
を
締
結
し
た

金
融
機
関
は
今
回
を
含
め
二
四
五
先（
旧

農
林
漁
業
金
融
公
庫
で
締
結
し
た
も
の

を
含
む
）と
な
り
、信
用
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
と
の
締
結
は
今
回
が
四
先
目
と

な
り
ま
し
た
。　
　
　

  （
総
合
支
援
部
）

桑
名
信
用
金
庫
と
証
券
化
支
援

「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

大
阪
２
０
１
１
」を
開
催

一関
信
用
金
庫
、奄
美
大
島
信
用

金
庫
、青
森
県
信
用
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
と
業
務
協
力

出展者数、来場者数ともに過去最高
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AFCフォーラム　総目次　2010年4月（第716号）〜2011年3月号（第727号）

2010年5月号（第717号）

真の「六次産業」を構築する
■特　集

■観天望気
■フォーラムエッセイ
■農と食の邂逅
■耳よりな話
■主張・多論百出
■書　評
■まちづくり むらづくり
■インフォメーション

■交叉点
■その他

ガラパゴのため息 ―未来へ残すもの―　今木 明
お米の国への想いやり　瀬戸山 玄
有限会社エルフィンインターナショナル　天野 洋子
ワインが風邪ひく?　谷脇 憲
酪農　藤田 毅
福岡伸一著『世界は分けてもわからない』　宇根 豊
地域雇用にチャレンシ　三澤 誠

APRACA研修生が三重県の担い手農業者や農協を訪問
「技術の窓」　農業各分野の最新技術情報を提供しています!
みんなの広場・編集後記
第5回 アグリフードEXPO 2010

アグリフードEXPOインターネットマッチング
かごしま食の経営者フォーラム開催　鹿児島支店
長野で信州アグリフードフォーラム開催　長野支店
札幌で農商工連携交流会開催　札幌支店
石川県で若手農業者勉強会を開催　金沢支店
会津信用金庫と証券化支援　証券化支援室

■経営紹介

■変革は人にあり

特　集 シリーズ・その他

情報戦略レポート

経営紹介

地域内の再投資力高める六次産業化を　岡田 知弘
コメを「穀物」ととらえて六次産業化を　村田 泰夫
農村丸ごと産業化で「農村産業」に挑戦　木村 修

農業景況は一段悪化 天候などで過去二番目の悪さ 
――21年農業景況調査結果

病気契機に念願の養鶏「つまんでご卵」が評価／福岡県
有限会社 緑の農園
平田 克明／広島県　有限会社 平田観光農園

2010年6月号（第718号）

農村と都市に融合の未来
■特　集

■観天望気
■フォーラムエッセイ
■農と食の邂逅
■耳よりな話
■主張・多論百出
■まちづくり むらづくり
■書　評
■インフォメーション

■その他

「農山村交流住宅」のすすめ　赤池 学
キッチンから幸せを発信!　平野 レミ
株式会社スギヨ　半澤 咲子
お茶の品質保持　袴田 勝弘
養鶏・肉用牛　宮澤 兄一
芝居の役者が開設した市場　永島 敏行
宇根 豊著『風景は百姓仕事がつくる』　村田 泰夫

みんなの広場・編集後記
第5回 アグリフードEXPO 2010

松江で食の異業種交流会開催　松江支店・鳥取支店
徳島で友農会交流会など開催　徳島支店
新たなスーパーL資金実質無利子化措置をスタート!!
戸別所得補償モデル対策が4月からスタートします

■変革は人にあり
■経営紹介

特　集 シリーズ・その他

情報戦略レポート

経営紹介

人口流動で都市と地方間に大コミュニティーを　松谷 明彦
農産物直売所を都市消費者の「私たちの店」に　田中 満
農を支えるコミュニティー連携「CSA」　唐崎 卓也

デフレ化、食品産業に影響  商品は安全・低価格を重視

エップ・レイモンド／北海道　メノ・ビレッジ長沼
崩壊寸前地域を見事再生 アイデア満載の直売所／長崎県
有限会社 シュシュ

2010年4月号（第716号） ＊バックナンバーはホームページ（www.afc.jfc.go.jp/）の「お役立ち情報」からダウンロードしてご覧いただけます。

温暖化と向かい合う農業
■特　集

■観天望気
■農と食の邂逅
■フォーラムエッセイ
■耳よりな話
■主張・多論百出
■まちづくり むらづくり
■書　評
■インフォメーション

■その他

2°C上昇、引き返せなくなる前に　山本 良一
NPO法人 菜の花プロジェクトネットワーク　藤井 絢子
掃除を通して伝えたいこと　佐光 紀子
おいしい全粒ソバ粉と全粒小麦粉　北村 義明
稲作　田中 正保
市民で田んぼ再生に動く　岩渕 成紀
大竹道茂著『江戸東京野菜 物語篇』　青木 宏高

「アグリフードEXPO 2010大阪」を開催
みんなの広場・編集後記
第5回 アグリフードEXPO 2010

熊本で農商工連携に関する意見交換会開催　熊本支店
長崎で県産品の売り込みを支援　長崎支店　フードネット21イン金沢開催　金沢支店
山口で法人協会との合同交流会　山口支店
札幌で地域密着型金融シンポジウムに参加　札幌支店
山梨でアグリビジネス展開のためのセミナー開催　甲府支店
仙台で若手漁業者の意見交換会　仙台支店
徳島銀行、三重銀行、北空知信用金庫との証券化支援　証券化支援室
農業経営アドバイザーミーティングおよび農業融資研修開催　総合支援部

■変革は人にあり
■経営紹介

特　集 シリーズ・その他

情報戦略レポート

経営紹介

温暖化時代、確信持てる行動の発見を　林 陽生
今こそ環境保全型農業への取組を　佐々木 陽悦
農業のオフセットプロジェクト化に向けて　荘林 幹太郎

消費者動向調査結果

都丸 高志／群馬県　株式会社 トマル
リサイクル飼料で養豚 秋田県をエコ先進地に／秋田県
株式会社 菅与
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2010年7月号（第719号）

食料自給率50%の選択肢
■特　集

■観天望気
■農と食の邂逅
■耳よりな話
■主張・多論百出
■フォーラムエッセイ
■まちづくり むらづくり
■書　評
■インフォメーション

■その他

「緑の革命」から40年　岩永 勝
有限会社秋田高原フード　大塚 智子
牛乳の「こと始め」　加茂 幹男
畜産加工販売　伊藤 秀雄
いっしょにご飯食べたい人いますか?　本多 京子
都市と農村の交流で限界集落を活性化　曽根原 久司
進士五十八著『グリーン・エコライフ』　青木 宏高

メール配信サービス（無料サービス）のお知らせ
みんなの広場・編集後記
第5回 アグリフードEXPO 2010

口蹄疫の発生に係る相談窓口　営業推進部
証券化支援契約先は42先に　証券化支援室
平成21年度マッチング実績は498件　総務部
セーフティネット融資は前年度の2・3倍に　営業推進部■経営紹介

■変革は人にあり

特　集 シリーズ・その他

情報戦略レポート

経営紹介

国家戦略なき食料予算削減に歯止めを　鈴木 宣弘
自給率低下の根本原因見据えた対策を　應和 邦昭
種子自給や大豆・小麦・米粉増産がカギ　島﨑 治道

農業者、消費者に聞いた新たな食品流通

水生植物でブーム創出 アイディアと研究熱心／京都府
株式会社 杜若園芸
佐々木 一郎／島根県　有限会社 佐々木農場

2010年8月号（第720号）

農業は成長産業になるか
■特　集

■観天望気
■フォーラムエッセイ
■農と食の邂逅
■耳よりな話
■主張・多論百出
■まちづくり むらづくり
■書　評
■インフォメーション

■その他

知識を集約した「強い産業を」　神野 直彦
田芹のかおり　金原 瑞人
株式会社 にいみ農園　新美 みどり

「ひばりは見た!」　矢島 正晴
乳製品製造業　吉澤 文治郎
地域のたまり場ノーソン 限界集落の地域モデル　中島 信男
村田泰夫著『戸別所得補償制度の衝撃』　宇根 豊

みんなの広場・編集後記
第5回 アグリフードEXPO 2010

第3回アグリフードEXPO大阪2010開催レポート　―プロ農業者たちの国産農産物・展示商談会―
「技術の窓」 日本公庫から最新の農業技術情報を提供します
千葉で地域密着型金融 リレバン・ワークショップに参加　千葉支店
但馬信用金庫と証券化支援　証券化支援室
静岡銀行、いちい信用金庫と業務協力　総合支援部
資本的劣後ローンで農業分野のチャレンジを積極支援　営業推進部
農林漁業分野における事業再生に取り組んでいます　地域・再生支援部
日本公庫による農業改良資金の取り扱いがスタートします
口蹄疫発生に伴う農林漁業セーフティネット資金の貸付限度額の引き上げ特例措置について

■変革は人にあり
■経営紹介

特　集 シリーズ・その他

経営紹介

戦略的な市場外圧活用で農業の改革を　深川 由起子
農地集約や企業参入で生産性を向上　内山 和憲／木内 康裕
ネットワーク型組織が日本農業をけん引　門間 敏幸

大槻 洋光／千葉県　株式会社 旦千花
弱みを強みにする経営 海外に青森りんご輸出／青森県
農業生産法人 株式会社 青研

2010年9月号（第721号）

日本漁業再生のシナリオ
■特　集

■観天望気
■農と食の邂逅
■耳よりな話
■フォーラムエッセイ
■主張・多論百出
■まちづくり むらづくり
■書　評
■インフォメーション

■交叉点
■その他

生物多様性が農林水産業を救う　武内 和彦
有限会社 まるきた商店　斉藤 まゆみ
エネルギーも自給の時代　島田 和宏
鉄の科学で日本は蘇る　畠山 重篤
水産政策審議会委員　須能 邦雄
自然あふれる豊かな営み「心に残る島」目指す　高砂 樹史
川島博之著『農民国家 中国の限界』　村田 泰夫

ウズベキスタン国際会議に参加　情報戦略部
みんなの広場・編集後記

長崎で新鋭漁船を見学　東京支店・長崎支店・情報戦略部
10月1日から無利子の農業改良資金は日本公庫が融資します
農産物直売所に関する勉強会開催　さいたま支店
福岡で北部九州農業・食品産業経営者交流会開催　福岡支店・大分支店・佐賀支店
秋田で公庫資金担当者説明会開催　秋田支店
有明海および八代海における赤潮被害の相談窓口の設置について　営業推進部
大雨被害に関する特別相談窓口の設置および災害復旧貸付について　営業推進部

■経営紹介

■変革は人にあり

特　集 シリーズ・その他

経営紹介

マグロ資源の国際管理で世界共存体制を　宮原 正典
待ったなしのサンマ漁の国際的資源管理　上野 康弘
日本はペルー、チリの漁業制度改革に学べ　原田 厚
将来見据えた日本漁業の温暖化対応が重要　中田 薫

五つの経営戦略を武器に好業績まき網船団に成長／石川県
輪島漁業生産組合
林 愼平／福島県　株式会社 林養魚場
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2010年10月号（第722号）

次代に活かす知的財産力
■特　集

■観天望気
■農と食の邂逅
■耳よりな話
■フォーラムエッセイ
■主張・多論百出
■まちづくり むらづくり
■書　評
■インフォメーション

■その他

農林水産業の活性化　榊原 英資
スモールフルーツランド「ベリーコテージ」　関塚 直子
食の安全と疑似科学　宮﨑 茂
生きることは食べること　錦織 良成
酪農　品川 文隆
県内一丸で六次産業化スクール  新たな食農産業の担い手を育成　加藤 和德
澤浦彰治著『農業で利益を出し続ける7つのルール』　青木 宏高

みんなの広場・編集後記

東北の原石をもっと活かせ  JFC商談会 in 仙台　仙台支店
中国三県農林水産金融懇談会開催　岡山支店
津支店で「農産物試供会」を開催　津支店
10月1日から無利子の農業改良資金は日本公庫が融資します■経営紹介

■変革は人にあり

特　集 シリーズ・その他

情報戦略レポート

経営紹介

知財の戦略的活用で攻めの日本農業を　金子 和夫
日本農業の輸出に知財戦略構築が急務　生越 由美
離農する200万人のノウハウを次代へ　澁澤 栄

消費者調査でみた生活意識や米粉食品消費

瀬戸内海の島に農業移住レモンとともに島を売り込む／愛媛県
株式会社 ブルーレモンファーム
和多 昇／石川県　農事組合法人わだ農産

2010年11月号（第723号）

どうなる、日本の食の未来
■特　集

■シンポジウム

■観天望気
■農と食の邂逅
■耳よりな話
■フォーラムエッセイ
■主張・多論百出
■まちづくり むらづくり
■書　評
■インフォメーション

■その他

箱モノ頭が農業ビルへ　石山 修武
有限会社良品工房　白田 典子
食中毒死者ゼロの時代　柳本 正勝
なぜ『もしドラ』は売れているのか?　岩崎 夏海
養鶏　松岡 義清

「売れるオホーツク地域ブランド」で勝負　厚谷 郁夫
瀬戸口明久著『害虫の誕生――虫からみた日本史』　宇根 豊

みんなの広場・編集後記
第4回 アグリフードEXPO大阪 2011

秋田で若手後継者の会「親父への小言」率直に語り合う　秋田支店
盛岡で第6回「いわて食のマッチングフェア」開催　盛岡支店
種子島で茶業研修会開催　鹿児島支店
10月1日から無利子の農業改良資金は日本公庫が融資しています

■経営紹介

■変革は人にあり

特　集 シリーズ・その他

情報戦略レポート

アグリフードEXPOレポート

経営紹介

深刻化する「食の砂漠」、早急な対応が必要　岩間 信之
世界の農地がランドラッシュで荒廃危機　北林 寿信

消費不振や価格低迷が経営を圧迫

農業から日本を元気にする 六次産業化に向けて

国内企業養豚の草分け 独自飼料で肉質を追求／栃木県
曽我の屋農興株式会社
三浦 茂雄/岐阜県　農業生産法人 わかば農園株式会社

2010年12月号（第724号）

次世代の食品産業を探る
■特　集

■農業参入セミナー

■観天望気
■農と食の邂逅
■耳よりな話
■フォーラムエッセイ
■まちづくり むらづくり
■書　評
■インフォメーション

■その他

夢の保存食　國枝 武和
大石農場ハム工房　大石 仁美
テアニンと覆下栽培　袴田 勝弘
オヤジの味があったっていいじゃない　滝村 雅晴
住民の手で復活した過疎の集落　草野 裕作
生源寺眞一著『農業がわかると、社会のしくみが見えてくる』　村田 泰夫

「技術の窓」農業の最新技術情報を提供しています!
編集後記

「アグリフードEXPO輝く経営大賞」決定
京都で公庫林業資金友の会を開催　京都支店
災害などに関する相談窓口の設置について　営業推進部
農業参入の取り組みを積極支援　総合支援部
東濃信用金庫と証券化支援　証券化支援室
佐賀共栄銀行、徳島県信用漁業協同組合連合会、社団法人千葉県農業協会との
業務協力について　総合支援部

■経営紹介

■変革は人にあり

特　集 シリーズ・その他

情報戦略レポート

シンポジウム

経営紹介

ネットが食品流通の現場を大変革　上原 征彦／中 麻弥美
「おひとりさま」市場に意外なチャンス　渡邉 まり／小野 雄大
信頼回復のカギは「見える化」や「協働」　中嶋 康博

「低価格」から「付加価値」に方向転換へ

農業参入は成長エンジンになるか

老舗のラムネ屋に新風 次々にアイデア商品／佐賀県
株式会社 友桝飲料
朝霧 幸嘉／埼玉県　株式会社 協同商事
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2011年1月号（第725号）

農産物輸出拡大の可能性
■特　集

■観天望気
■フォーラムエッセイ
■農と食の邂逅
■耳よりな話
■主張・多論百出
■まちづくり むらづくり
■書　評
■インフォメーション

■その他

八割弱の参加率に支えられた戸別補償　堀口 健治
育てる　山口 香
有限会社大串農園　大串 生美
ふん尿は玉手箱?　加茂 幹男
露地野菜・加工　岡野 修司
多摩川源流域で、村民講師の知恵から学ぶユニークな大学　宮林 茂幸
向笠千恵子著『食の街道を行く』　青木 宏高

第5回アグリフードEXPO東京2010開催レポート　総合支援部
みんなの広場・編集後記

「第4回 アグリフードEXPO大阪 2011」のご案内

農業信用リスク情報サービスACRISの活用に広がり　営業推進部
新「農業改良資金」が順調な滑り出し　営業推進部　「技術の窓」農業の最新技術情報を提供しています!
静岡で「農業経営アドバイザーミーティング」開催　静岡支店
前橋で「ぐんま農と食の経営者フォーラム」開催　前橋支店
仙台で異業種交流会「つながるっちゃ in 宮城」開催　仙台支店
農と食を考える「アグリフードネットワーク in 帯広」を開催　帯広支店
宇都宮で農と食の交流会開催　宇都宮支店
熊本で認定農業者連絡会議「設立10周年記念式典」開催　熊本支店　千葉でお客さま交流会開催　千葉支店

■変革は人にあり
■経営紹介

特　集 シリーズ・その他

経営紹介

今や待ったなし農産物輸出戦略の構築　下渡 敏治
海外現場から日本農業へのアドバイス　藤田 孝司
農産物輸出成功のカギは攻めの姿勢　紺野 和成

福井 正憲／京都府　株式会社福寿園
自慢のササニシキ輸出 今やアジアへ／宮城県
有限会社PFTサービス

2011年2月号（第726号）

林業再生に問われるもの
■特　集

■観天望気
■農と食の邂逅
■耳よりな話
■主張・多論百出
■フォーラムエッセイ
■まちづくり むらづくり
■書　評
■インフォメーション

■その他

バイオミメティックス　高井 治
株式会社グッドリーフ　楢﨑 須眞子
水稲の高温登熱と品質　矢島 正晴
林業　田岡 秀昭
日本人には、森のDNAがある　米倉 久邦
一〇〇年先を読みながら森林施業するNPO　瀧口 邦夫
早瀬憲太郎・佐藤剛史著『金の卵』　宇根 豊

みんなの広場・編集後記
第４回 アグリフードEXPO大阪 2011

「フードネットＩＮ長崎」開催　長崎支店
静岡で「農産物マッチング」と「農業・食品産業交流会」同時開催　静岡支店
鳥取で「食の異業種交流会」開催　鳥取・松江支店
林業、水産業経営アドバイザー新たに誕生　総合支援部
備北信用金庫、あぶくま信用金庫などと証券化支援　証券化支援室
福井信用金庫と倉吉信用金庫との業務協力について　総合支援部

「技術の窓」農業の最新技術情報を提供しています！

■経営紹介

■変革は人にあり

特　集 シリーズ・その他

情報戦略レポート

経営紹介

林業再生に向けた現場からの提言　湯浅 勲
世界の木材需給構造変化への対応が課題　立花 敏
現場重視のフォレスター像を具体化せよ　相川 高信

期待が高まる緑茶輸出 国内消費は依然低迷

森林成長サイクル見極め天然と人工の乾燥を活用／大分県
佐伯広域森林組合
豆原 直行／岡山県　院庄林業株式会社

2011年3月号（第727号）

無限に広げる日本の「お米」
■特　集

■観天望気
■農と食の邂逅
■耳よりな話
■主張・多論百出
■フォーラムエッセイ
■まちづくり むらづくり
■書　評
■インフォメーション

■その他

小さな生き物にも言わせて!!　大野 照夫
農業生産法人有限会社アグリ山﨑　山﨑 美穂
肥料の自給力向上　木村 武
JA全農あきた　杉山 昌史
虫を撮る　海野 和男
地域貢献型の集落営農で農業・農村を活性化　今井 裕作
蔦谷栄一著『協同組合の時代と農協の役割』　村田 泰夫

みんなの広場・編集後記
店舗の移転について
風雪被害の相談窓口について
鳥インフルエンザの相談窓口について
第６回 アグリフードEXPO 東京2011

「かごしま食の経営者フォーラム」開催　鹿児島支店
「6次産業を創出し九州の未来を切り開く！ ～食と農林漁業者の交流会inくまもと」開催　熊本支店
農業経営アドバイザーが総勢1100名超に　総合支援部
いちい信用金庫、関信用金庫、筑邦銀行と証券化支援　証券化支援室
野村アグリプランニング＆アドバイザリー株式会社と業務協力　総合支援部
アグリフードEXPOインターネットマッチング

■経営紹介

■変革は人にあり

特　集 シリーズ・その他

情報戦略レポート

経営紹介

米関連ビジネスの需要掘り起こしに勝機　木附 誠一
一兆円産業も夢ではない米粉ビジネス　萩田 敏
先行きに期待持てる米の品種開発　後藤 明俊

消費者調査でみた食の志向 節約疲れ鮮明 中食・外食増

新規就農者として挑戦 有機農業で経営を確立／北海道
はるか農園
佐藤 正志／新潟県　新潟ゆうき株式会社

総目次
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■農林漁業セーフティネット資金（災害）の概要

※災害を原因として資金をご利用いただく場合には、市町村長が発行する「罹災証明書」が必要となります。

●災害（大雪、噴火等）の被害を受けた農林漁業者の方※
●鳥インフルエンザの発生に伴う家畜の殺処分や、畜産物の移

動制限を受けた方

0.７５～０．９５％
（平成２３年３月２日現在）

１０年以内（うち据置期間３年以内）

【一般】300万円➡600万円（23年度から）
【特認】年間経営費等の３／１２以内

ご利用いただける方

利　率

償還期限

融資限度額

　

今
回
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
被
災
者
の
皆

さ
ま
に
対
し
ま
し
て
、心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、地
震
に
よ
る
影
響
で
、今
回
の
A
F
C
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
編
集
校
正
に
行
き
届
か
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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東京ビッグサイト 西2ホール

アグリフードEXPO 東京 2011
プロ農業者たちの国産農産物・展示商談会

10:00～17:00 10:00～16:00

第6回

2011年 8月2日（火）～8月3日（水）

国
産
に
こ
だ
わ
り

農
と
食
を
つ
な
ぎ
ま
す

主　催 ：

後　援 ：農林水産省／中小企業庁／全国知事会／全国市長会／全国町村会（申請予定）

株式会社日本政策金融公庫 農林水産事業本部総合支援部
「アグリフードEXPO」事務局／エグジビション テクノロジーズ 株式会社

協　賛 ：

事務局 ：

（独）日本貿易振興機構／（独）農業・食品産業技術総合研究機構／（独）中小企業基盤整備機構／（社）日本農業法人協会／
日本ブランド農業事業協同組合／（社）日本養豚協会／（社）日本養鶏協会／日本鶏卵生産者協会／全国農業経営者協会／
全国農業協同組合連合会／全国農業協同組合中央会／（社）日本フードサービス協会／日本スーパーマーケット協会／
日本チェーンストア協会／（社）新日本スーパーマーケット協会／日本ハム・ソーセージ工業協同組合／農林中央金庫／
（株）みずほ銀行／（株）三井住友銀行／（株）三菱東京UFJ銀行／アグリビジネス投資育成（株）／全国消費者団体連絡会／
日本生活協同組合連合会／NPO法人 日本プロ農業総合支援機構／（株）日本農業新聞／沖縄振興開発金融公庫／
FOOD ACTION NIPPON推進本部（申請予定）
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●次代に継ぐ

農林水産事業
http://www.afc.jfc.go.jp

『虫たちも動き出した春の田んぼ』 橋本 ひかり　福島県浪江町立浪江小学校




